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保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
　
　
　
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
高
木
武
は
　
し
　
が
　
き
　
「
保
険
指
導
」
は
、
形
式
的
で
あ
る
が
、
保
健
婦
の
保
健
指
導
で
あ
り
（
翻
渤
）
、
「
助
産
」
は
、
助
産
婦
の
助
産
で
あ
り
（
調
）
、
「
看
護
」
は
、
看
護
婦
の
看
護
で
あ
る
。
看
護
婦
に
は
、
准
看
護
婦
を
含
み
（
桐
五
．
）
、
ま
た
看
護
士
も
含
む
（
胴
六
）
も
の
と
す
る
。
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
は
、
医
療
行
為
の
禁
止
規
定
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
保
健
指
導
、
助
産
と
く
に
看
護
の
従
来
の
観
念
か
ら
は
、
こ
の
医
療
行
為
の
禁
止
の
規
定
趣
旨
は
、
不
明
で
あ
り
、
と
く
に
主
な
看
護
婦
等
の
業
務
で
あ
る
静
脈
注
射
も
で
き
な
い
　
　
　
　
　
　
エ
ズ
　
レ
と
解
さ
れ
て
い
る
。
果
し
て
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
か
は
、
疑
わ
し
い
。
そ
れ
は
、
今
日
、
わ
が
国
の
社
会
・
時
代
は
、
近
代
化
さ
れ
、
そ
の
要
素
で
あ
る
資
本
主
義
も
展
開
さ
れ
、
日
本
的
で
あ
る
と
し
て
も
民
主
主
義
も
、
そ
れ
な
り
に
展
開
し
、
判
例
も
今
日
、
学
説
も
、
転
機
に
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
教
育
、
技
能
等
は
、
往
年
の
比
で
は
な
く
、
今
日
の
医
学
　
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ー
医
術
の
発
展
に
呼
応
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
制
度
は
、
わ
が
国
の
医
学
－
医
術
の
近
代
化
に
伴
っ
て
、
近
代
化
さ
れ
る
。
保
健
婦
は
と
く
に
は
る
か
に
遅
く
制
度
化
さ
れ
る
が
、
保
健
指
導
は
、
は
じ
め
か
ら
近
代
的
で
あ
り
、
助
産
婦
は
、
は
じ
め
は
「
産
婆
」
と
い
わ
れ
、
一
般
的
に
女
性
の
職
業
と
さ
れ
、
漢
方
医
に
対
し
て
い
た
が
漢
方
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
医
学
ー
医
術
の
近
代
化
に
従
っ
て
、
助
産
も
、
西
欧
的
に
な
り
、
つ
い
に
「
助
産
婦
」
と
な
り
、
近
代
医
学
ー
医
術
を
手
に
す
る
産
科
医
・
産
婦
人
科
医
に
そ
の
席
を
次
第
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
な
る
。
看
護
婦
は
、
は
じ
め
か
ら
近
代
的
な
も
の
と
し
て
、
わ
が
国
の
時
代
・
社
会
に
デ
ヴ
ィ
ユ
…
す
る
が
、
戦
争
に
利
用
さ
れ
な
が
ら
そ
の
制
度
は
、
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
戦
後
は
、
は
じ
め
て
規
則
で
な
く
保
健
婦
、
助
産
婦
と
看
護
婦
は
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
を
手
に
す
る
（
羅
菰
肥
殴
）
。
今
日
、
看
護
婦
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
が
出
現
す
る
が
、
こ
れ
は
、
果
し
て
保
健
婦
・
助
産
婦
と
く
に
看
護
婦
に
と
っ
て
よ
い
傾
向
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
同
法
は
従
来
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
看
護
婦
が
静
脈
注
射
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
等
を
無
視
し
て
、
国
民
に
ま
で
に
責
務
を
課
し
て
い
る
（
綱
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
規
定
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
と
く
に
同
法
第
三
十
七
条
の
規
定
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ズ
　
ソ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
婦
等
も
、
静
脈
注
射
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
1
）
（
2
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
筆
者
は
、
「
保
助
看
法
第
三
七
条
と
静
脈
注
射
」
と
題
し
て
、
看
護
婦
は
静
脈
注
射
が
で
き
る
旨
の
拙
稿
を
発
表
し
た
（
看
護
技
術
・
一
九
七
〇
年
一
〇
号
）
。
　
野
田
寛
「
医
事
法
」
（
中
巻
）
八
○
頁
は
、
消
極
的
で
あ
り
、
厚
生
省
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
指
示
が
あ
っ
て
も
、
看
護
婦
は
、
静
脈
注
射
が
で
き
な
い
と
す
る
が
、
し
か
し
大
部
分
の
病
院
等
で
は
、
医
師
の
指
示
の
下
に
看
護
婦
が
静
脈
注
射
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
同
上
書
八
一
ー
八
三
頁
）
。
し
か
し
同
書
で
引
用
さ
れ
て
い
る
厚
生
省
の
回
答
は
、
昭
和
二
六
年
九
月
｝
五
日
医
収
五
一
七
号
医
務
局
長
回
答
で
あ
り
、
こ
の
（
3
）
（
4
）
頃
は
、
本
格
的
な
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
教
育
・
養
成
が
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
は
、
右
の
よ
う
に
す
で
に
積
極
的
な
見
解
を
と
っ
て
い
る
（
拙
稿
・
前
掲
雑
誌
）
が
、
「
金
川
琢
雄
「
現
代
医
事
法
学
」
六
心
頁
は
、
積
極
的
で
あ
る
。
　
診
療
行
為
を
絶
対
的
医
行
為
と
相
対
的
医
行
為
に
分
け
、
前
者
は
、
看
護
婦
等
が
で
き
な
い
行
為
で
あ
り
、
後
者
が
反
対
に
看
護
婦
等
が
で
き
る
診
療
補
助
行
為
に
属
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
形
式
論
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
、
何
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
解
決
を
与
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
診
療
行
為
・
歯
科
診
療
行
為
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
行
為
で
あ
り
、
ま
た
医
師
・
歯
科
医
師
が
行
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
の
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
（
保
助
看
三
七
）
の
ほ
と
ん
ど
も
、
看
護
婦
等
も
補
助
で
き
る
で
あ
ろ
う
の
に
、
こ
れ
を
分
け
、
絶
対
的
医
行
為
を
医
師
・
科
医
師
の
聖
域
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
近
代
化
は
、
経
済
的
に
は
資
本
主
義
に
政
治
的
に
は
民
主
主
義
に
よ
る
と
し
、
民
主
主
義
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
選
挙
制
度
に
注
目
す
る
。
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‘
る
法
・
参
照
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
法
規
の
あ
ゆ
み
　
保
健
婦
、
助
産
婦
と
看
護
婦
の
法
規
の
あ
ゆ
み
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
a
保
健
婦
　
　
保
健
婦
は
、
明
治
二
〇
年
（
キ
翻
）
ご
ろ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
等
が
音
頭
を
と
っ
て
、
よ
う
や
く
出
現
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
は
、
保
健
社
会
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
看
護
婦
の
養
成
を
は
じ
め
る
。
こ
れ
は
、
社
会
保
健
事
業
の
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
る
と
い
う
が
、
わ
が
国
は
、
そ
の
社
会
・
時
代
で
は
、
経
済
的
に
は
軽
産
業
が
盛
ん
に
な
り
、
続
い
て
重
工
業
化
の
試
み
が
行
わ
れ
、
民
主
主
義
的
に
は
、
国
会
開
設
の
準
備
等
が
行
わ
れ
、
義
務
教
育
を
四
年
生
に
す
る
教
育
令
や
師
範
学
校
令
を
公
布
し
（
遡
）
、
東
　
洋
　
法
　
学
三
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
教
育
勅
語
も
、
や
が
て
発
さ
れ
（
瑚
、
一
）
、
王
政
復
古
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
よ
り
も
、
富
国
強
兵
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
社
会
・
時
代
に
入
り
、
国
民
は
、
そ
れ
な
り
に
希
望
に
燃
え
た
社
会
・
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
そ
の
脱
落
者
は
自
業
自
得
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
、
こ
の
保
健
社
会
事
業
は
、
関
東
大
震
災
が
来
襲
し
、
そ
の
猛
威
を
示
し
終
わ
る
ま
で
、
中
断
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
吠
な
一
聾
）
。
関
東
大
震
災
の
年
ま
で
に
は
、
日
本
資
本
主
義
は
、
最
初
の
世
界
的
規
模
の
戦
争
（
歓
、
葺
卜
綾
↑
照
ー
大
）
の
ブ
ー
ム
に
の
っ
て
飛
躍
的
に
展
開
し
、
世
界
資
本
主
義
の
担
い
手
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
階
級
的
分
裂
が
さ
ら
に
す
す
み
、
都
市
の
労
働
者
は
、
賃
金
の
低
下
に
悩
み
、
農
村
で
は
、
小
作
争
議
が
激
増
す
る
。
政
治
的
に
は
大
正
一
四
年
二
九
二
五
年
に
は
、
普
通
選
挙
法
が
制
定
さ
れ
る
が
、
ま
だ
制
限
選
挙
の
ま
ま
で
あ
る
け
れ
ど
、
す
で
に
都
市
の
大
衆
は
、
日
露
戦
争
（
（
胡
だ
㏄
四
）
以
来
の
不
満
を
か
か
え
、
さ
ら
に
経
済
的
不
如
意
を
理
由
に
、
官
僚
に
対
す
る
抵
抗
を
行
な
っ
て
い
た
（
醐
疏
竣
凱
駒
大
）
。
農
村
で
も
小
作
が
立
ち
上
っ
て
い
た
が
、
新
聞
記
者
や
評
論
家
が
世
論
を
も
り
上
げ
、
若
手
代
議
士
が
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
無
産
大
衆
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
学
生
等
が
民
衆
の
主
力
と
な
っ
て
第
三
次
桂
内
閣
を
打
倒
し
（
弐
一
●
一
年
絨
肝
聴
…
大
）
、
こ
れ
を
継
ぐ
山
本
内
閣
も
、
民
衆
に
譲
歩
す
る
が
、
か
え
っ
て
民
衆
運
動
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
る
。
や
が
て
、
最
初
の
世
界
的
規
模
の
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
民
衆
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
加
藤
高
明
が
与
党
を
率
い
、
政
府
が
こ
の
戦
争
に
加
わ
る
。
そ
の
後
軍
閥
官
僚
内
閣
に
な
る
が
、
ど
の
政
党
も
、
民
衆
を
バ
ッ
ク
に
し
た
た
め
か
民
衆
の
反
対
運
動
が
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
大
戦
ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
（
駄
弍
穏
無
）
次
第
に
、
労
働
者
の
実
質
的
賃
金
が
低
下
し
、
職
人
、
旦
雇
い
労
務
者
、
小
商
人
、
そ
の
使
用
人
、
下
級
サ
ラ
リ
…
マ
ン
等
の
大
衆
の
生
活
が
苦
し
く
な
る
。
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
は
、
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
、
つ
い
に
米
騒
動
が
起
き
る
。
こ
う
し
た
大
衆
の
生
活
難
は
、
保
健
社
会
事
業
の
必
要
な
原
因
・
理
由
と
な
り
、
保
健
婦
の
活
動
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
は
じ
め
は
、
保
健
婦
は
、
と
く
に
関
東
大
震
災
の
羅
災
者
と
く
に
負
傷
者
・
病
人
の
保
健
指
導
（
看
護
・
世
話
も
含
む
）
に
当
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
最
初
の
世
界
的
規
模
の
戦
争
後
に
は
、
世
界
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
（
鳩
鷺
軌
）
、
不
景
気
が
続
き
、
い
つ
の
間
に
か
保
健
婦
は
、
都
市
で
は
、
訪
問
看
護
が
主
な
仕
事
に
な
り
、
こ
の
訪
問
看
護
は
、
農
村
に
も
次
第
に
推
進
さ
れ
る
。
や
が
て
わ
が
国
の
大
陸
侵
略
へ
の
除
幕
に
な
る
満
州
事
件
（
蝿
卸
一
）
が
勃
発
し
、
日
支
事
変
（
耀
と
右
）
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
（
禮
陛
綾
）
に
及
ん
で
、
保
健
社
会
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
保
健
指
導
は
、
戦
争
遂
行
の
目
的
を
加
え
、
保
健
所
法
附
則
の
規
定
に
、
保
健
婦
は
、
保
健
所
職
員
と
さ
れ
る
旨
の
規
定
を
も
ち
、
は
じ
め
て
、
法
律
の
規
定
の
な
か
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
遡
）
が
、
さ
ら
に
、
保
健
婦
規
則
が
制
定
さ
れ
る
（
選
）
。
そ
の
間
に
、
保
健
婦
制
度
は
、
庶
民
・
大
衆
の
生
活
苦
の
た
め
病
傷
者
で
あ
っ
て
も
医
師
に
か
か
れ
な
い
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
長
足
の
進
歩
を
と
げ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
ま
っ
た
く
皮
肉
な
現
象
で
あ
ろ
う
が
、
戦
争
が
い
か
に
庶
民
・
大
衆
の
生
活
を
一
層
深
刻
に
圧
迫
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
戦
争
は
、
保
健
婦
を
戦
列
に
つ
け
る
た
め
に
、
助
産
婦
と
看
護
婦
も
、
同
様
で
あ
る
が
、
「
保
健
婦
」
を
医
師
・
歯
科
医
師
の
つ
ぎ
に
置
く
国
民
医
療
法
を
制
定
し
、
同
法
は
、
主
務
大
臣
が
指
定
業
務
を
保
健
婦
に
命
令
し
、
各
業
務
に
つ
い
て
必
要
な
指
示
が
で
き
る
と
し
（
遡
）
、
同
法
の
委
任
命
令
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
保
健
婦
規
則
が
制
定
さ
れ
る
（
幌
一
一
）
。
し
か
し
そ
の
年
の
八
月
一
五
日
、
わ
が
国
は
、
連
合
国
側
に
無
条
件
降
伏
を
し
た
の
で
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
と
厚
生
省
の
間
に
は
、
は
じ
め
は
助
産
婦
・
看
護
婦
と
、
保
健
婦
を
統
合
し
て
規
制
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
実
情
に
合
わ
な
い
と
し
て
、
分
離
案
も
出
て
、
結
局
は
、
国
民
医
療
法
の
委
任
に
基
づ
く
政
令
と
し
て
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
令
が
制
定
さ
れ
、
公
布
ー
施
行
さ
れ
る
（
瑠
心
｝
）
。
し
か
し
、
根
拠
法
で
あ
る
国
民
医
療
法
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
が
制
定
さ
れ
る
（
羅
、
一
）
。
こ
う
し
て
助
産
婦
制
度
は
、
各
社
会
・
時
代
の
必
要
に
よ
っ
て
と
い
う
よ
り
は
、
行
政
権
の
恣
意
に
よ
っ
て
規
則
か
ら
法
律
の
形
式
に
か
え
て
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
と
し
て
助
産
婦
と
看
護
婦
と
と
も
に
法
定
さ
れ
た
（
法
律
化
）
の
で
　
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
ノ＼
あ
る
。
　
b
　
助
産
婦
　
　
助
産
婦
は
、
保
健
婦
や
看
護
婦
と
は
異
な
る
。
助
産
婦
は
、
明
治
元
年
・
一
八
六
七
年
の
太
政
官
布
告
に
「
産
婆
」
の
文
字
で
、
す
で
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
当
時
、
医
学
　
　
医
術
の
大
宗
で
あ
っ
た
漢
方
医
に
、
つ
ぐ
医
師
的
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
条
文
形
式
を
と
る
「
医
制
」
に
も
、
ま
た
「
産
婆
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
（
遡
細
条
ー
五
）
が
、
医
制
は
、
わ
が
国
の
医
療
制
度
の
基
本
方
針
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
然
、
西
洋
医
学
　
　
涯
術
つ
ま
り
近
代
医
学
　
　
医
術
的
で
あ
る
か
ら
、
「
産
婆
」
の
規
定
も
、
近
代
医
学
　
　
　
医
術
の
方
向
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
賑
欄
趣
明
翫
畢
酔
皿
枇
櫃
碑
）
。
し
か
し
政
府
は
、
医
学
ー
医
術
の
近
代
化
に
狂
奔
し
、
助
産
婦
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
助
産
婦
の
取
り
締
り
は
、
も
っ
ぱ
ら
地
方
庁
つ
ま
り
府
・
県
に
委
ね
る
。
例
え
ば
、
東
京
府
は
、
産
婆
教
授
所
を
設
け
、
産
婆
営
業
に
は
、
認
可
を
必
要
と
す
る
（
醐
）
と
い
う
。
こ
の
頃
は
、
新
政
府
は
、
政
治
的
に
も
安
定
し
た
い
の
に
、
在
来
の
制
度
は
、
す
べ
て
近
代
化
し
、
新
制
度
を
、
移
植
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
よ
や
く
西
南
戦
争
（
哩
）
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
武
力
的
抵
抗
を
封
じ
、
言
論
を
武
器
と
す
る
こ
と
に
し
て
、
自
由
民
権
運
動
も
胎
動
す
る
。
経
済
的
に
は
、
資
本
の
蓄
積
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
庶
民
は
、
こ
の
社
会
・
時
代
に
は
、
期
待
と
失
望
を
同
時
に
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
二
年
・
一
八
九
九
年
、
全
国
的
に
効
力
の
あ
る
産
婆
規
則
が
制
定
さ
れ
る
。
こ
の
頃
は
、
軽
産
業
は
、
産
業
革
命
も
経
て
（
醐
一
一
）
、
重
工
業
化
も
試
み
ら
れ
、
法
典
編
纂
（
運
動
）
も
あ
り
、
そ
の
立
法
の
前
提
的
存
在
で
あ
る
国
会
も
あ
り
、
制
限
選
挙
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
臼
清
戦
争
（
瑚
肛
批
四
）
の
勝
利
は
、
と
く
に
国
民
の
精
神
を
昂
揚
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
産
婆
規
則
に
よ
る
取
り
締
り
は
、
依
然
と
し
て
地
方
庁
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
の
勝
利
は
、
国
力
を
宣
揚
し
、
い
よ
い
よ
国
際
舞
台
に
、
わ
が
国
を
デ
ヴ
ィ
ユ
ー
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
戦
争
経
済
は
、
重
工
業
を
も
す
す
め
、
次
第
に
都
市
で
は
、
無
産
者
が
増
出
し
、
農
村
で
は
、
地
主
と
小
作
の
分
裂
が
は
じ
ま
り
、
日
露
戦
争
の
賠
償
に
不
満
を
も
つ
者
を
も
、
合
し
て
、
交
番
の
焼
き
打
ち
、
デ
モ
ス
ト
レ
…
シ
ョ
ン
等
が
目
立
ち
は
じ
め
る
。
明
治
四
三
年
二
九
〇
一
年
、
産
婆
規
則
は
、
改
正
さ
れ
る
。
明
治
二
年
二
八
七
八
年
で
は
、
助
産
婦
数
は
、
一
二
、
○
○
○
人
、
明
治
二
一
年
・
一
八
八
八
年
で
は
、
三
〇
、
八
六
〇
人
、
明
治
三
一
年
・
一
八
九
八
年
で
は
、
三
五
、
九
四
五
人
、
明
治
四
一
年
・
一
九
〇
八
年
で
は
、
二
六
、
九
五
七
人
で
あ
る
と
い
う
が
、
お
そ
ら
く
助
産
婦
数
の
増
加
は
、
西
洋
医
の
普
及
に
比
し
て
は
、
ま
だ
充
分
で
な
く
、
庶
民
の
経
済
事
情
か
ら
も
助
産
婦
に
お
産
を
委
ね
る
と
い
う
傾
向
を
示
す
。
助
産
婦
数
の
減
少
は
、
助
産
婦
の
世
代
交
替
と
助
産
業
の
近
代
化
を
示
し
、
近
代
医
学
－
医
術
の
普
及
に
よ
り
、
庶
民
の
近
代
医
学
ー
医
術
へ
の
志
向
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
さ
き
の
最
初
の
世
界
的
規
模
の
戦
争
（
林
犀
一
）
に
よ
っ
て
日
本
資
本
主
義
は
、
世
界
資
本
主
義
の
一
翼
を
担
い
、
昭
和
ー
世
界
恐
慌
（
鳩
灘
軌
）
の
渦
に
ま
き
こ
ま
れ
、
政
治
的
に
は
、
普
通
選
挙
が
は
じ
め
て
行
な
わ
れ
（
鳩
二
竺
）
、
民
主
主
義
は
、
そ
の
ま
ま
順
調
に
展
開
す
る
と
思
わ
れ
た
が
、
昭
和
　
　
世
界
恐
慌
の
終
焉
は
、
か
え
っ
て
、
右
翼
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
軍
閥
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
を
台
頭
さ
せ
、
財
閥
に
は
、
日
本
中
心
の
自
給
自
足
主
義
を
用
意
さ
せ
、
武
装
し
た
中
国
へ
の
経
済
侵
略
を
企
わ
だ
て
さ
せ
、
つ
い
に
満
州
事
件
（
螺
卸
｝
）
を
勃
発
さ
せ
、
民
主
主
義
の
展
開
を
阻
止
す
る
。
も
と
も
と
一
八
八
九
年
（
瑚
年
）
の
大
日
本
帝
国
憲
法
は
、
近
代
化
の
経
済
的
要
素
と
、
こ
れ
に
対
す
る
政
治
的
要
素
の
民
主
主
義
と
は
ほ
ど
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
憲
法
的
に
は
、
右
翼
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
軍
閥
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
も
、
天
皇
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
集
約
さ
れ
、
国
家
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
変
身
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
国
会
で
は
、
天
皇
機
関
説
が
問
題
に
な
り
（
哩
）
、
中
国
へ
の
一
連
の
侵
攻
は
、
軍
事
的
に
な
る
。
大
正
六
年
・
一
九
三
一
年
、
産
婆
規
則
は
、
改
正
に
な
る
が
、
こ
の
年
は
最
初
の
世
界
的
規
模
の
戦
争
の
前
後
で
あ
り
、
と
く
に
男
児
の
出
生
　
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
は
、
富
国
強
兵
に
は
と
く
に
意
味
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
規
則
の
改
正
は
、
右
の
よ
う
な
当
時
の
将
来
を
予
想
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
し
て
こ
れ
に
続
く
昭
和
八
年
・
一
九
三
三
年
の
産
婆
規
則
の
改
正
は
、
戦
争
と
結
び
つ
き
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
方
、
近
代
化
さ
れ
た
助
産
業
は
、
医
業
と
く
に
産
科
・
産
婦
人
科
医
業
に
従
属
的
傾
向
を
と
る
の
で
あ
ろ
う
。
昭
和
一
七
年
二
九
四
二
年
、
保
健
婦
と
看
護
婦
と
と
も
に
、
医
師
・
歯
科
医
師
に
な
ら
ん
で
、
助
産
婦
は
、
国
民
医
療
法
に
規
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
頃
は
、
す
で
に
戦
争
の
敗
北
の
き
ざ
し
も
み
え
る
か
ら
、
こ
の
法
定
の
意
味
は
、
乏
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
看
護
婦
と
と
も
に
、
同
法
は
、
助
産
婦
に
関
す
る
部
分
は
、
昭
和
二
二
年
・
一
九
四
七
年
に
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
は
、
敗
戦
の
日
で
あ
り
、
そ
の
部
分
は
、
と
く
に
経
済
的
混
乱
の
中
に
、
「
助
産
婦
規
則
」
と
し
て
制
定
さ
れ
る
（
昭
和
二
二
年
）
が
、
同
年
さ
ら
に
保
健
婦
（
規
則
）
と
看
護
婦
（
規
則
）
と
と
も
に
、
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
規
則
」
と
し
て
併
合
－
統
一
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
委
任
法
律
で
あ
る
国
民
医
療
法
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
昭
和
二
三
年
・
一
九
四
八
年
、
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
と
し
て
制
定
さ
れ
、
公
布
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
し
ば
し
ば
同
法
は
、
改
正
さ
れ
て
今
日
に
い
た
る
。
助
産
婦
も
、
前
近
代
的
時
代
よ
り
女
性
の
一
般
的
職
業
と
し
て
、
医
学
－
医
術
に
側
に
あ
る
が
、
医
学
－
医
術
が
近
代
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
助
産
業
も
、
こ
れ
に
従
い
、
近
代
化
さ
れ
る
。
し
か
し
医
学
－
医
術
が
近
代
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
と
い
う
よ
り
戦
後
、
妊
婦
等
は
、
直
接
、
医
学
ー
医
術
に
傾
斜
し
、
助
産
婦
は
、
医
学
ー
医
術
の
待
女
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
と
く
に
男
児
の
出
生
は
富
国
強
兵
の
ス
ロ
…
ガ
ン
か
ら
は
、
歓
迎
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
、
戦
争
に
間
接
的
に
、
助
産
業
が
利
用
さ
れ
、
今
日
、
出
生
率
低
下
と
い
う
現
実
で
は
子
供
の
出
生
は
、
将
来
の
、
年
金
保
険
等
の
担
税
者
ま
た
は
在
宅
看
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
期
待
さ
れ
、
出
生
率
の
向
上
策
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
な
り
の
社
会
・
時
代
の
行
政
権
の
恣
意
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
c
　
看
護
婦
　
　
看
護
婦
制
度
は
、
欧
米
で
、
近
代
医
学
－
医
術
の
展
開
に
伴
っ
て
、
自
然
発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
わ
が
国
の
場
合
、
上
野
の
彰
義
隊
（
購
府
）
の
傷
病
兵
に
対
す
る
看
護
が
看
護
婦
制
度
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
戦
争
の
場
合
、
看
護
の
対
象
を
傷
病
兵
に
限
る
。
し
か
し
、
対
象
を
一
般
傷
病
者
と
す
れ
ば
、
看
護
制
度
の
起
源
は
、
も
っ
と
は
る
か
以
前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
看
護
婦
制
度
は
、
そ
の
後
、
西
南
戦
争
（
瑚
肝
切
b
）
、
臼
清
戦
争
（
朔
邸
些
一
）
、
日
露
戦
争
（
瑚
だ
吐
一
こ
に
よ
っ
て
、
等
比
級
数
的
に
近
代
化
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、
こ
れ
ら
の
戦
争
は
、
日
本
資
本
主
義
を
展
開
さ
せ
、
重
工
業
化
の
構
造
の
変
改
も
行
い
、
政
治
的
に
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
を
制
定
し
（
朔
障
ζ
b
）
、
制
限
選
挙
で
あ
る
が
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
法
律
を
整
備
し
、
戦
争
の
勝
利
は
、
門
閥
内
閣
の
出
現
を
許
し
、
軍
備
拡
張
を
求
め
る
。
し
か
し
生
活
苦
に
喘
ぐ
庶
民
は
、
賢
明
に
も
軍
備
拡
張
に
反
対
で
あ
る
。
し
か
し
戦
争
は
、
と
く
に
看
護
婦
制
度
の
拡
充
の
直
接
の
理
由
に
な
る
に
す
ぎ
ず
、
か
え
っ
て
、
近
代
医
学
ー
医
術
の
普
及
は
、
通
常
、
看
護
婦
制
度
の
拡
充
ー
整
備
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
看
護
婦
の
養
成
・
教
育
に
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
政
府
は
、
ま
た
看
護
婦
の
取
り
締
り
を
、
府
・
県
に
委
ね
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
京
府
は
、
看
護
規
則
を
制
定
し
、
そ
の
取
り
締
り
に
あ
た
る
と
い
う
。
全
国
的
な
看
護
婦
規
則
が
制
定
さ
れ
る
に
は
、
大
正
四
年
・
一
九
一
九
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
頃
は
、
第
三
次
桂
内
閣
も
山
本
内
閣
も
、
民
衆
運
動
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
、
財
閥
の
申
し
子
の
加
藤
高
明
が
与
党
の
総
師
で
あ
り
、
軍
閥
官
僚
の
内
閣
が
続
く
の
で
あ
る
。
幸
か
不
幸
か
、
最
初
の
世
界
的
規
模
の
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
わ
が
国
は
、
日
英
同
盟
に
よ
っ
て
連
合
国
側
に
つ
き
、
対
独
宣
戦
布
告
を
し
、
こ
の
戦
争
に
加
わ
り
、
経
済
的
に
大
飛
躍
す
る
が
、
こ
の
全
国
的
な
看
護
婦
規
則
の
制
定
の
理
由
は
、
看
護
婦
の
職
が
、
か
つ
て
の
助
産
婦
の
よ
う
に
、
女
性
の
一
般
的
職
業
と
み
ら
れ
、
看
護
婦
が
全
国
的
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
ま
た
ま
た
戦
争
が
、
　
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
看
護
婦
制
度
や
看
護
婦
規
則
の
制
定
と
関
係
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
と
く
に
従
軍
看
護
婦
を
連
想
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
争
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ
　
は
軍
備
拡
張
を
容
易
に
し
、
戦
後
は
結
局
わ
が
国
は
制
限
軍
拡
を
呑
む
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
戦
争
と
な
れ
ば
、
従
軍
看
護
婦
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
変
更
が
な
い
こ
と
は
、
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
看
護
婦
は
つ
い
に
、
全
国
的
に
効
力
の
あ
る
規
則
（
樋
）
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
従
軍
看
護
婦
へ
の
予
備
化
の
懸
念
は
、
ま
だ
多
分
に
あ
ろ
う
。
そ
し
て
大
正
工
年
（
一
九
二
二
年
）
と
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
に
、
看
護
婦
規
則
は
、
改
正
さ
れ
る
。
こ
の
頃
、
政
治
的
に
は
、
普
通
選
挙
法
が
制
定
さ
れ
る
（
欣
た
輩
節
）
が
、
経
済
的
に
は
、
工
業
生
産
高
が
国
民
生
産
高
の
六
割
を
占
め
（
嫉
訊
竺
）
、
独
占
資
本
主
義
が
確
立
す
る
。
大
正
二
年
の
看
護
婦
規
則
の
改
正
の
内
容
は
、
朝
鮮
・
台
湾
・
関
東
州
の
看
護
婦
免
許
資
格
者
に
は
、
内
地
で
も
看
護
免
許
は
、
無
試
験
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
外
地
の
民
度
の
向
上
の
程
度
・
種
類
が
、
内
地
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
内
地
は
、
も
ち
ろ
ん
外
地
で
も
看
護
婦
制
度
が
普
及
し
そ
の
数
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
満
州
事
件
（
蝿
卸
一
）
に
は
じ
ま
る
日
本
の
軍
事
的
侵
略
は
当
然
、
看
護
婦
を
必
要
と
し
、
こ
れ
に
続
く
日
支
事
変
（
瑠
㌃
笹
）
は
、
ま
す
ま
す
そ
の
需
要
を
増
す
が
、
つ
い
に
連
合
国
側
に
宣
戦
布
告
す
る
再
度
目
の
世
界
的
規
模
の
戦
争
が
は
じ
ま
る
（
耀
た
酎
）
年
に
、
ま
た
看
護
婦
規
則
が
改
正
さ
れ
る
。
と
く
に
看
護
婦
に
な
れ
る
年
齢
は
一
八
歳
で
あ
っ
た
が
、
一
七
歳
に
引
き
下
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
年
）
、
看
護
婦
規
則
は
、
こ
の
一
七
歳
を
一
六
歳
に
引
き
下
げ
る
。
こ
れ
は
、
暴
挙
と
い
う
他
は
な
い
。
そ
れ
は
、
昭
和
一
九
年
の
秋
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
が
あ
り
（
棘
）
、
敗
北
に
敗
北
を
重
ね
る
日
本
軍
は
、
日
本
本
土
の
大
都
市
へ
の
大
空
襲
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
レ
許
し
、
日
本
国
内
を
戦
場
と
同
じ
よ
う
な
状
態
に
し
、
そ
の
中
に
一
六
歳
の
看
護
婦
を
も
、
活
動
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
国
民
医
療
法
は
、
昭
和
一
七
年
に
制
定
さ
れ
る
が
、
看
護
婦
を
、
他
の
保
健
婦
や
助
産
婦
と
と
も
に
、
医
師
・
歯
科
医
師
に
準
じ
て
規
定
し
、
国
民
医
療
法
の
看
護
婦
に
関
す
る
部
分
は
、
と
く
に
助
産
婦
と
と
も
に
、
昭
和
二
二
年
・
一
九
四
七
年
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
す
で
に
敗
戦
し
、
連
合
国
最
高
指
令
部
も
、
東
京
に
進
駐
し
た
こ
ろ
で
は
、
わ
が
国
の
医
療
－
医
術
は
、
欧
米
諸
国
・
連
合
国
の
医
学
ー
医
術
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
り
、
診
療
・
歯
科
診
療
へ
の
補
助
行
為
・
参
加
行
為
も
、
同
様
で
あ
り
、
同
司
令
部
と
厚
生
省
の
問
に
は
、
保
健
婦
、
助
産
婦
と
看
護
婦
を
一
括
し
て
規
定
す
る
か
、
ま
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
規
定
す
る
か
の
問
題
が
提
示
さ
れ
、
結
局
、
国
民
医
療
法
の
委
任
に
よ
る
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
規
則
」
と
し
て
制
定
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
規
則
も
、
根
拠
法
で
あ
る
国
民
医
療
法
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
に
、
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
と
し
て
制
定
さ
れ
る
（
囎
忙
駈
応
）
。
看
護
婦
は
、
そ
の
業
務
の
性
質
の
た
め
、
戦
争
と
直
接
、
関
係
が
あ
る
よ
う
に
誤
解
さ
れ
、
そ
の
制
度
も
、
利
用
さ
れ
た
が
、
近
代
医
学
i
医
術
の
側
に
、
そ
の
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　
民
権
を
診
療
・
歯
科
診
療
の
補
助
者
・
参
加
者
と
し
て
、
保
健
婦
と
助
産
婦
と
と
も
に
手
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
（
玉
）
（
2
）
（
3
）
　
師
団
増
加
案
と
増
艦
費
予
算
は
、
第
三
六
議
会
を
通
過
（
大
四
・
一
九
一
五
）
し
、
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
や
日
本
軍
の
中
国
駐
兵
を
可
能
に
し
（
大
七
）
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
（
大
一
〇
）
は
、
英
・
米
・
仏
・
伊
・
日
は
、
大
戦
後
の
健
艦
競
争
を
予
想
し
、
日
本
以
外
の
諸
国
は
、
日
本
の
中
国
侵
略
と
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
を
問
題
と
し
て
、
結
局
、
対
英
米
比
と
し
て
の
六
割
の
主
力
艦
と
航
母
の
保
有
量
を
日
本
に
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
反
対
運
動
が
昂
揚
し
（
大
八
）
、
軍
備
拡
張
は
、
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
厚
生
省
は
、
優
良
多
子
家
庭
を
表
彰
し
（
昭
一
七
）
、
学
徒
出
陣
が
あ
る
（
昭
一
八
）
が
、
こ
れ
は
、
文
系
学
生
の
徴
兵
猶
予
停
止
で
、
理
系
学
生
は
、
入
営
延
期
に
な
る
（
昭
一
九
）
。
女
子
末
婚
者
は
、
女
子
勤
労
挺
身
隊
員
と
し
て
二
五
歳
末
満
も
動
員
さ
れ
（
同
年
）
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
一
四
－
二
五
歳
に
な
る
。
ま
た
国
民
登
録
は
、
男
子
一
六
ー
六
〇
歳
、
女
子
一
二
ー
四
〇
歳
の
末
婚
無
職
女
子
を
動
員
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
医
療
（
註
を
含
む
）
に
関
し
て
は
、
厚
生
省
「
医
制
八
十
年
史
」
一
頁
以
下
、
教
育
に
つ
い
て
は
、
海
野
宗
臣
「
教
育
法
」
（
日
本
近
代
法
発
達
史
一
巻
二
二
頁
以
下
）
。
政
治
に
つ
い
て
は
、
小
西
四
郎
「
明
治
維
新
」
（
新
日
本
史
大
系
五
巻
）
二
天
頁
、
二
二
四
頁
、
壬
二
｝
頁
　
井
　
　
東
　
洋
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
・
”
一
槻
モ
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
上
清
「
大
正
期
の
政
治
と
社
会
し
六
　
ー
八
頁
、
一
〇
頁
、
江
日
圭
一
「
一
九
一
四
年
の
廃
税
運
動
し
（
同
上
書
）
五
三
頁
、
里
上
竜
平
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
貴
族
院
」
（
同
上
書
）
五
二
一
頁
、
経
済
・
政
治
・
社
会
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
社
「
明
治
百
年
史
」
一
頁
以
下
に
よ
る
。
な
お
以
上
・
以
下
も
同
様
で
あ
る
。
二
　
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
法
規
の
判
例
・
判
示
　
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
法
規
は
、
一
で
示
し
た
保
健
婦
規
則
・
産
婆
規
則
・
助
産
婦
規
則
・
看
護
婦
規
則
で
あ
り
、
ま
た
i
法
律
は
、
当
然
、
法
規
性
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
示
す
必
要
も
な
い
が
ー
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
（
紹
、
｝
）
で
あ
る
が
、
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
は
、
よ
う
や
く
日
本
国
憲
法
（
網
、
一
）
の
下
で
、
「
法
律
」
の
形
式
を
も
つ
法
規
を
手
に
す
る
。
判
例
・
判
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ
い
も
、
そ
の
法
規
の
制
定
の
時
期
よ
り
も
、
遅
れ
て
出
現
す
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
営
業
免
許
取
消
処
分
不
服
の
訴
　
行
裁
二
宣
告
　
昭
和
一
五
年
三
月
一
五
日
　
昭
和
一
三
年
（
れ
）
一
三
四
号
　
棄
却
　
　
　
　
　
行
録
五
一
輯
一
三
六
頁
　
　
　
　
　
　
看
護
婦
A
は
、
B
が
医
師
免
許
の
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
B
を
教
唆
し
、
X
を
診
察
さ
せ
注
射
を
も
さ
せ
、
さ
ら
に
、
　
　
　
　
　
翌
日
・
B
に
X
の
治
療
の
た
め
に
、
往
診
依
頼
の
電
報
を
打
つ
が
、
B
は
、
応
じ
な
い
の
で
、
今
度
は
自
動
車
に
の
っ
て
B
　
　
　
　
　
を
迎
え
に
行
く
。
B
は
、
無
免
許
を
理
由
に
、
断
わ
る
。
そ
こ
で
、
看
護
婦
A
は
、
翌
翌
日
ま
た
自
動
車
に
の
っ
て
、
B
を
　
　
　
　
　
迎
え
に
行
き
、
B
は
、
こ
れ
に
応
じ
、
X
を
診
察
し
、
X
に
注
射
す
る
等
の
医
療
を
す
る
が
、
看
護
婦
A
は
、
右
の
無
免
許
　
　
　
　
　
医
業
罪
の
教
唆
を
理
由
に
、
看
護
婦
免
許
取
り
消
し
処
分
を
受
け
る
が
、
業
務
停
止
ま
た
は
免
許
の
取
り
消
し
の
処
分
が
あ
　
　
　
　
　
る
（
議
測
○
）
の
に
、
重
い
方
の
免
許
取
り
消
し
処
分
を
受
け
た
の
で
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
行
政
裁
判
所
に
出
訴
し
た
の
　
　
　
　
　
で
あ
ろ
う
①
。
　
看
護
婦
A
の
教
唆
は
、
一
見
、
悪
質
の
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
女
も
、
患
者
本
人
に
よ
っ
て
秘
密
裏
の
治
療
を
依
頼
さ
れ
れ
ば
、
右
の
よ
う
に
、
や
む
を
得
ず
、
教
唆
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
取
り
消
し
処
分
は
、
酷
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
不
服
の
訴
え
も
、
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
棄
却
も
、
ま
た
酷
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
産
婆
規
則
違
反
被
告
事
件
　
第
一
審
　
弘
前
区
裁
　
第
二
審
　
青
森
地
裁
　
大
審
院
刑
二
　
昭
和
一
三
年
九
月
一
六
日
　
　
　
　
　
　
昭
和
一
三
（
れ
）
九
四
号
　
棄
却
　
刑
集
一
七
巻
一
五
号
六
六
九
頁
　
　
　
　
　
　
　
堕
胎
罪
に
よ
っ
て
懲
役
八
月
に
処
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
業
務
停
止
処
分
中
の
産
婆
A
が
、
C
、
D
、
E
の
外
　
　
　
　
　
　
二
百
名
の
妊
婦
に
対
し
助
産
行
為
を
行
な
っ
た
た
め
に
、
産
婆
規
則
違
反
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
裁
判
所
は
、
認
　
　
　
　
　
　
め
な
か
っ
た
が
、
産
婆
A
は
、
こ
の
場
合
で
も
、
別
の
産
婆
の
専
任
指
名
に
基
づ
き
、
ま
た
は
助
手
と
し
て
、
そ
の
産
婆
　
　
　
　
　
　
の
指
揮
監
督
の
下
で
、
右
の
助
産
行
為
を
行
な
っ
た
。
彼
女
は
、
業
務
禁
止
ま
た
は
停
止
処
分
中
の
産
婆
と
い
え
ど
も
、
　
　
　
　
　
　
そ
の
業
務
に
従
事
で
き
る
と
主
張
し
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
大
審
院
は
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
同
　
　
　
　
　
　
規
則
第
一
〇
条
の
規
定
の
趣
旨
は
、
全
く
没
却
さ
れ
、
右
の
前
示
の
罪
の
成
否
は
、
豪
も
消
長
が
な
い
と
す
る
②
。
　
　
業
務
停
止
処
分
の
理
由
も
、
支
持
で
き
る
が
、
こ
の
判
例
・
判
示
は
、
相
当
で
あ
ろ
う
。
　
そ
れ
は
、
業
務
停
止
処
分
の
意
味
は
、
ま
っ
た
く
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
産
婆
A
の
主
張
は
、
暴
論
で
あ
る
が
、
そ
の
判
例
・
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
一
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
判
示
は
、
相
当
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
産
婆
規
則
違
反
被
告
事
件
　
第
一
審
　
熊
谷
区
裁
　
第
二
審
　
浦
和
地
裁
　
大
審
院
刑
一
　
判
決
　
昭
和
七
年
三
月
七
日
　
　
　
　
　
昭
和
六
年
（
れ
）
一
六
〇
一
号
棄
却
刑
集
一
一
巻
五
号
二
七
七
頁
　
　
　
　
　
　
産
婆
規
則
第
一
六
条
の
規
定
は
、
産
婆
行
為
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
本
旨
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
営
利
の
取
り
　
　
　
　
　
締
り
を
目
的
と
ず
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
同
条
所
定
の
産
婆
業
務
は
、
反
覆
継
続
の
意
思
を
も
っ
て
産
婆
行
為
に
従
事
す
る
　
　
　
　
　
こ
と
に
よ
り
成
立
し
、
生
活
資
料
を
得
る
目
的
に
い
ず
る
こ
と
を
要
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
所
論
判
例
は
、
医
業
に
つ
　
　
　
　
　
き
生
活
上
の
資
料
を
得
る
目
的
を
必
要
と
し
な
い
旨
を
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
③
。
　
上
告
趣
意
は
、
産
婆
の
業
務
は
、
生
活
資
剰
を
得
る
行
為
を
反
覆
す
る
意
味
で
あ
る
（
駄
沁
憩
一
一
｝
、
痴
轍
）
と
し
て
大
審
院
の
判
例
を
引
用
す
る
が
、
こ
の
地
方
で
は
、
産
婆
が
お
ら
ず
、
隣
保
相
互
の
精
神
で
、
子
供
を
取
り
あ
げ
る
つ
ま
り
助
産
を
す
る
習
慣
が
あ
る
か
ら
、
違
法
で
は
な
い
と
す
る
。
医
業
・
歯
科
医
業
の
「
業
」
の
観
念
の
基
本
は
、
診
療
・
歯
科
診
療
の
あ
る
行
為
を
反
覆
継
続
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
し
か
し
反
覆
継
続
で
な
い
場
合
は
、
営
業
と
す
る
決
意
を
有
す
る
と
き
は
、
一
人
に
対
し
一
回
行
な
っ
て
も
医
業
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
（
副
臓
匹
切
贈
）
等
す
る
こ
と
は
、
明
治
四
〇
年
・
一
九
〇
七
年
の
大
審
院
の
判
決
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
人
の
内
面
の
「
決
意
」
、
「
目
的
」
等
は
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
証
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
疑
念
の
な
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
業
は
、
こ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
業
が
あ
る
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
判
例
・
判
示
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
相
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
上
告
趣
旨
の
い
う
よ
う
に
、
生
活
資
料
を
得
る
行
為
を
反
覆
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
味
は
、
不
正
確
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
産
婆
の
行
為
に
は
利
得
を
伴
い
、
利
得
を
伴
わ
な
い
産
婆
の
行
為
は
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
医
業
に
つ
い
て
、
医
業
は
、
診
察
し
て
生
活
資
料
を
得
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
判
例
は
、
明
治
四
三
年
・
一
九
一
〇
年
の
大
審
院
の
判
決
に
も
あ
る
（
禰
騨
’
芯
譜
を
七
）
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
の
お
か
し
い
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
の
に
、
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
上
告
趣
意
は
、
産
婆
の
行
為
は
、
生
活
資
料
を
得
る
行
為
の
反
覆
継
続
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
慣
習
で
あ
る
と
す
る
が
、
被
告
人
が
六
回
行
い
、
六
回
中
二
回
は
、
報
酬
が
な
い
と
強
調
す
る
こ
と
は
、
矛
盾
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
明
治
四
〇
年
を
四
三
年
の
判
例
・
判
示
は
、
罪
な
判
例
・
判
示
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
産
婆
規
則
違
反
被
告
事
件
　
第
一
審
　
熊
谷
区
裁
　
第
二
審
　
浦
和
地
裁
　
大
審
院
刑
一
　
判
決
　
昭
和
七
年
三
月
七
日
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
（
れ
）
一
六
〇
一
号
刑
集
一
一
巻
二
七
七
頁
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
後
産
を
取
り
だ
し
膀
帯
を
切
り
産
湯
を
浴
さ
せ
る
行
為
は
、
産
児
を
の
取
り
上
げ
る
す
な
わ
ち
産
婆
行
為
に
属
　
　
　
　
　
す
る
か
ら
、
原
判
決
が
被
告
人
の
供
述
を
、
産
児
を
取
り
上
げ
た
旨
の
供
述
と
し
て
判
示
し
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、
こ
れ
　
　
　
　
　
を
不
当
と
い
え
な
い
④
。
　
　
　
　
　
　
上
告
趣
意
は
、
被
告
人
の
供
述
（
糠
曝
公
）
を
み
る
と
、
何
ず
れ
も
、
分
娩
を
助
け
た
事
跡
を
み
る
べ
き
も
の
も
な
く
、
後
　
　
　
　
　
産
を
取
り
だ
し
膀
帯
を
切
断
し
産
湯
を
浴
さ
せ
た
旨
の
供
述
が
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
産
児
を
取
り
あ
げ
た
し
の
供
述
が
な
　
　
　
　
　
い
（
誹
）
と
い
う
．
　
判
例
・
判
示
を
支
持
す
る
が
、
判
例
・
判
示
よ
り
上
告
趣
意
の
方
が
、
詳
細
で
あ
り
、
判
例
・
判
示
の
方
が
、
や
や
杜
撰
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
産
婆
規
則
違
反
被
告
事
件
（
欄
綱
翻
砺
⑱
祉
判
副
ひ
酬
瞬
翻
鰍
鋼
等
）
　
　
　
　
　
　
業
務
と
し
て
産
婆
の
行
為
を
行
な
う
に
は
、
登
録
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
同
規
則
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
の
　
　
　
　
　
登
録
を
受
け
る
こ
と
は
、
産
婆
業
務
を
行
な
う
者
の
特
別
の
義
務
で
あ
る
。
特
別
の
義
務
の
あ
る
者
は
、
緊
急
避
難
を
認
め
　
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
　
　
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
刑
法
第
三
七
条
二
項
の
明
規
す
る
と
こ
ろ
な
る
故
に
、
本
件
事
案
に
緊
急
避
難
を
主
張
す
る
論
旨
　
　
　
　
　
は
、
之
を
採
用
せ
ず
⑤
。
　
上
告
趣
旨
に
は
、
緊
急
避
難
が
主
張
さ
れ
た
か
ら
、
判
例
・
判
示
は
、
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
特
別
の
義
務
の
あ
る
者
に
は
、
緊
急
避
難
は
、
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
刑
法
第
三
七
条
二
項
に
明
規
さ
れ
て
い
る
と
す
る
⑤
。
　
こ
れ
に
は
、
疑
念
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
前
項
の
規
定
は
、
業
務
上
特
別
の
義
務
あ
る
者
に
は
適
用
し
な
い
と
い
う
が
、
こ
の
場
合
、
そ
の
業
務
は
、
助
産
で
あ
り
、
こ
の
者
は
、
無
免
許
の
素
人
で
あ
り
、
無
免
許
の
助
産
は
、
禁
止
さ
れ
、
彼
女
は
、
適
法
に
は
、
助
産
が
で
き
な
い
。
む
し
ろ
特
別
の
義
務
は
、
緊
急
避
難
に
関
す
る
特
別
の
義
務
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
、
船
長
の
義
務
（
搬
損
）
）
。
そ
れ
は
、
も
し
免
許
を
受
け
る
義
務
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
免
許
を
必
要
と
す
る
職
業
・
職
能
の
者
は
、
一
般
的
に
緊
急
避
難
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
緊
急
避
難
の
規
定
の
存
在
の
意
味
が
な
く
な
り
、
こ
れ
を
緊
急
避
難
に
関
す
る
特
別
の
義
務
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
緊
急
避
難
の
規
定
の
存
在
意
味
が
持
続
し
、
そ
の
緊
急
避
難
に
関
す
る
特
別
の
義
務
は
、
緊
急
避
難
の
規
定
の
適
用
除
外
（
犀
）
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
む
し
ろ
判
例
・
判
示
は
、
そ
の
事
実
（
繍
曜
撚
鮒
鰹
幡
鞭
）
が
緊
急
避
難
の
要
件
を
み
た
し
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
産
婆
規
則
違
反
被
告
事
件
　
第
一
審
　
前
橋
区
裁
　
第
二
審
　
前
橋
地
裁
　
大
審
院
刑
三
　
判
決
　
昭
和
九
年
三
月
一
三
　
　
　
　
　
日
　
昭
和
八
年
（
れ
）
一
九
九
九
号
　
破
棄
自
判
　
刑
集
二
二
巻
三
五
〇
頁
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
く
婦
A
は
、
分
娩
後
ま
っ
た
く
虚
脱
の
容
態
に
陥
り
救
急
手
当
を
行
わ
な
け
れ
ば
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
べ
き
状
況
　
　
　
　
　
に
あ
り
、
こ
の
場
合
、
救
急
の
手
当
と
し
て
は
「
カ
ン
フ
ル
」
液
注
射
は
、
も
っ
と
も
適
切
か
つ
有
効
な
治
療
方
法
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
は
実
験
法
則
上
明
白
な
り
、
ま
た
助
手
B
を
し
て
「
カ
ン
フ
ル
」
注
射
を
行
な
わ
し
め
た
こ
と
は
、
産
　
　
　
　
　
婆
規
則
第
七
条
但
し
書
き
に
、
い
わ
ゆ
る
救
急
の
手
当
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
刑
法
第
三
七
条
の
規
定
の
行
為
で
　
　
　
　
　
あ
る
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
原
審
が
、
同
規
則
第
七
条
と
第
八
条
に
違
背
す
る
も
の
と
し
て
、
同
規
則
第
　
　
　
　
　
一
六
条
の
規
定
を
適
用
し
処
断
し
た
こ
と
は
、
結
局
、
同
規
則
の
規
定
の
解
釈
を
誤
り
擬
律
錯
誤
の
不
法
の
あ
る
も
の
で
、
　
　
　
　
　
上
告
論
旨
は
、
そ
の
理
由
が
あ
る
⑥
。
　
こ
の
判
例
・
判
示
は
、
全
面
的
に
支
持
で
き
よ
う
。
そ
の
理
由
を
示
す
ま
で
も
な
い
が
、
判
例
・
判
示
④
と
の
判
例
・
判
示
⑥
の
事
実
は
、
異
な
る
け
れ
ど
、
判
例
・
判
示
④
で
示
し
た
登
録
を
受
け
る
こ
と
は
、
刑
法
第
三
七
条
第
二
項
の
特
別
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
誤
り
を
明
確
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
判
例
・
判
示
⑥
の
場
合
は
、
産
婆
は
免
許
を
も
つ
者
で
あ
る
が
、
判
例
・
判
示
⑤
の
登
録
を
受
け
る
と
い
う
特
別
の
義
務
は
、
不
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
例
・
判
示
⑤
に
よ
れ
ば
、
特
別
の
義
務
の
あ
る
者
に
は
、
緊
急
避
難
を
認
め
る
も
の
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
判
例
・
判
示
⑥
は
、
免
許
の
あ
る
助
産
婦
に
は
、
緊
急
避
難
も
認
め
て
い
る
し
、
ま
た
免
許
の
な
い
助
手
B
を
手
足
の
よ
う
に
し
て
助
産
を
補
助
さ
せ
る
こ
と
も
、
同
規
則
の
違
反
で
な
い
と
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
判
例
・
判
示
①
か
ら
判
例
・
判
示
⑥
ま
で
の
判
例
・
判
示
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
か
ら
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　
一
年
）
ま
で
の
間
で
あ
る
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
的
に
は
、
軍
部
と
右
翼
が
天
皇
を
頂
点
と
す
る
奇
妙
な
全
体
主
義
に
就
こ
う
と
し
、
経
済
的
に
は
、
武
装
さ
れ
た
オ
ー
タ
ル
キ
ー
主
義
で
あ
り
、
中
国
人
民
に
と
っ
て
は
、
深
刻
か
つ
大
規
模
な
迷
惑
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
不
景
気
を
、
経
験
し
た
国
民
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
う
し
た
国
策
に
従
う
余
地
し
か
な
く
、
当
時
の
青
少
年
は
、
一
般
的
に
何
か
国
家
・
天
皇
の
た
め
に
青
春
を
か
け
よ
う
と
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
保
健
婦
・
助
産
婦
と
く
に
看
護
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
ま
た
は
な
っ
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
た
者
は
、
こ
う
し
た
社
会
・
時
代
の
軍
国
主
義
的
な
雰
囲
気
に
酔
わ
さ
れ
、
と
く
に
従
軍
看
護
婦
を
希
求
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　
が
っ
て
保
健
婦
・
助
産
婦
と
く
に
看
護
婦
は
、
軍
隊
外
の
一
般
の
社
会
・
時
代
に
は
、
あ
く
ま
で
も
医
師
へ
の
従
属
的
診
療
補
助
者
に
徹
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
教
育
勅
語
に
ょ
っ
て
「
我
力
臣
民
克
ク
忠
二
克
ク
孝
二
…
：
爾
臣
民
父
母
二
孝
二
兄
弟
二
友
二
夫
婦
相
和
シ
朋
友
相
信
シ
…
…
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
二
奉
シ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
」
（
調
勅
）
と
さ
れ
、
社
会
・
時
代
は
、
宣
戦
布
告
戦
争
（
献
鮮
群
轍
鱒
．
）
へ
、
さ
ら
に
そ
の
遂
行
へ
と
進
む
が
、
そ
れ
で
も
、
社
会
・
時
代
は
、
と
く
に
女
性
に
は
内
助
の
功
、
銃
後
の
守
り
、
夫
唱
婦
随
等
を
求
め
、
家
庭
で
は
夫
に
従
い
、
子
供
で
も
男
子
を
た
て
、
職
場
で
も
、
長
幼
上
の
順
序
も
あ
る
が
上
司
（
錫
唯
が
）
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
無
免
許
医
業
罪
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
そ
の
医
師
へ
の
従
属
的
診
療
補
助
に
徹
す
る
こ
と
の
一
般
性
を
示
し
て
い
る
理
由
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
イ
ソ
判
例
・
判
示
①
は
、
患
者
X
が
、
看
護
婦
A
を
教
唆
し
た
の
に
、
看
護
婦
A
の
み
が
教
唆
し
た
と
い
う
が
、
お
か
し
い
と
も
い
え
よ
う
。
判
例
・
判
示
③
、
判
例
・
判
示
④
と
判
例
・
判
示
⑤
は
、
同
一
事
件
で
あ
る
が
、
と
く
に
判
例
・
判
示
②
と
判
例
・
判
示
④
に
は
、
こ
の
社
会
・
時
代
の
看
護
婦
や
助
産
婦
の
社
会
的
地
位
の
実
際
を
み
る
と
い
う
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
い
ず
れ
に
も
裁
判
所
の
い
ま
一
の
対
応
が
あ
っ
て
い
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
判
例
・
判
示
⑥
は
、
余
り
に
も
遅
い
と
い
う
他
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
1
）
判
例
・
判
示
と
い
っ
て
も
、
取
り
締
り
法
規
の
判
例
・
判
示
で
あ
り
、
か
つ
大
審
院
ま
た
は
行
政
裁
判
所
の
裁
断
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
　
　
の
数
も
少
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
こ
れ
ら
の
判
例
は
、
厚
生
省
「
医
療
行
政
判
決
集
」
第
一
巻
（
保
助
看
法
）
に
よ
る
。
ま
た
行
　
裁
は
、
掴
行
政
裁
判
所
、
行
録
は
、
旧
行
政
裁
判
所
判
決
録
、
刑
集
は
、
旧
大
審
院
刑
事
判
例
集
で
あ
る
。
（
2
）
（
3
）
（
4
）
　
重
要
産
業
統
制
法
は
、
金
輸
出
解
禁
で
、
輸
出
の
激
減
が
生
じ
、
物
価
の
暴
落
の
故
の
操
業
短
縮
・
生
産
協
定
の
た
め
に
制
定
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
調
印
と
批
准
は
、
統
師
権
干
犯
問
題
を
お
こ
し
（
昭
五
V
、
同
法
は
中
小
企
業
を
圧
迫
し
、
糸
価
は
暴
落
し
、
米
価
は
崩
落
し
、
賃
金
の
切
り
下
げ
、
労
働
強
化
等
が
生
じ
る
。
ま
た
統
師
権
干
犯
問
題
は
、
軍
縮
賛
成
の
世
論
に
よ
っ
て
鎮
静
化
す
る
。
続
い
て
翌
年
、
満
州
事
件
が
お
き
、
軍
部
は
、
内
閣
に
圧
力
を
加
え
、
右
翼
テ
ロ
が
頻
発
し
、
さ
ら
に
京
大
事
件
が
お
き
、
日
本
は
、
国
際
連
盟
を
脱
退
し
（
昭
七
）
、
海
軍
条
約
を
破
棄
し
、
軍
拡
に
就
く
等
す
る
（
昭
八
）
。
　
医
師
へ
の
従
属
的
診
療
補
助
は
、
開
業
医
に
と
く
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
と
被
傭
者
の
関
係
で
あ
り
、
彼
女
は
、
診
療
の
手
助
け
、
手
伝
い
で
あ
り
、
こ
れ
は
身
分
的
隷
属
的
関
係
の
表
現
で
あ
り
、
従
軍
看
護
婦
は
軍
属
で
あ
り
、
そ
れ
も
上
級
者
と
下
級
者
に
別
れ
、
従
軍
看
護
婦
の
多
く
は
、
そ
の
下
級
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
従
軍
看
護
婦
は
、
軍
人
で
な
く
軍
属
で
も
さ
し
て
上
級
者
で
は
な
く
。
兵
以
下
的
で
あ
り
必
ず
し
も
優
過
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
職
人
ー
労
務
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
開
業
医
に
つ
い
て
は
、
川
上
武
「
現
代
日
本
医
療
史
」
　
｛
頁
以
下
・
参
照
。
　
例
え
ば
、
患
者
X
は
、
非
行
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
疾
病
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
看
護
婦
A
を
教
唆
し
、
看
護
婦
A
は
、
B
を
教
唆
し
、
患
者
X
は
、
両
者
を
教
唆
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
患
者
X
が
医
師
・
歯
科
医
師
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
判
例
・
判
示
⑤
に
関
し
て
は
、
木
村
亀
二
「
刑
法
総
論
」
二
七
五
ー
二
七
六
頁
・
参
照
、
保
険
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
に
は
、
義
務
と
の
衝
突
が
あ
る
（
保
助
看
三
七
・
三
九
等
）
。
三
　
診
療
・
歯
科
診
療
へ
の
補
助
行
為
・
参
加
行
為
の
増
加
ー
ー
診
療
・
歯
科
診
療
の
解
放
　
保
健
婦
は
、
漢
方
医
学
　
　
医
術
の
側
に
あ
る
助
産
を
営
業
す
る
者
と
し
て
前
の
社
会
・
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
わ
が
国
の
医
学
　
　
医
術
の
近
代
化
に
従
っ
て
次
第
に
、
助
産
は
、
近
代
化
さ
れ
、
か
え
っ
て
庶
民
の
近
代
医
学
　
　
医
術
へ
の
志
向
に
よ
っ
て
、
東
　
洋
　
法
　
学
一
九
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ
い
今
日
の
よ
う
に
病
院
の
仕
事
に
な
る
。
保
健
婦
制
度
は
、
看
護
婦
制
度
よ
り
遅
く
普
及
す
る
が
、
戦
前
か
ら
あ
る
診
療
・
歯
科
診
療
へ
の
補
助
行
為
・
参
加
行
為
も
あ
る
け
れ
ど
、
今
日
の
社
会
・
時
代
に
展
開
さ
れ
て
い
る
補
助
行
為
・
参
加
行
為
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
a
　
歯
科
衛
生
　
　
歯
科
衛
生
は
、
歯
科
医
師
（
歯
科
医
業
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
医
師
を
含
む
）
の
指
導
の
下
で
、
歯
牙
露
出
面
も
し
く
は
正
常
な
歯
茎
の
遊
離
縁
下
の
付
着
物
・
沈
着
物
を
機
械
的
操
作
に
よ
っ
て
除
去
す
る
こ
と
ま
た
は
歯
牙
・
口
腔
に
対
し
て
薬
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ
を
塗
布
す
る
こ
と
を
歯
牙
ま
た
は
口
腔
の
疾
病
の
予
防
処
置
と
し
て
行
な
う
こ
と
で
あ
る
（
噛
踊
）
。
こ
れ
は
、
歯
科
衛
生
の
実
質
的
意
義
で
あ
る
が
、
歯
科
衛
生
士
（
姻
）
は
、
歯
科
診
療
の
補
助
ま
た
は
歯
科
保
健
指
導
も
、
で
き
る
（
岬
除
）
。
歯
科
衛
生
士
は
、
歯
科
診
療
の
補
助
の
場
合
、
主
治
の
歯
科
医
師
の
指
示
が
あ
る
と
き
以
外
は
、
診
療
機
械
を
使
用
し
、
医
薬
晶
を
授
与
し
、
ま
た
は
医
療
品
を
指
示
し
、
そ
の
他
歯
科
医
師
が
行
な
う
の
で
は
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
臨
時
応
急
の
手
当
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
（
吐
一
｝
）
。
歯
科
保
健
指
導
の
場
合
、
主
治
の
歯
科
医
師
ま
た
は
医
師
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
窒
）
。
こ
の
場
合
の
主
治
の
歯
科
医
師
に
は
、
歯
科
医
業
の
で
き
る
医
師
を
含
み
（
に
）
、
主
治
の
医
師
に
も
歯
科
医
業
の
で
き
る
医
師
を
含
む
で
あ
ろ
う
。
　
b
　
歯
科
技
工
　
　
歯
科
技
工
は
、
特
定
人
に
対
す
る
歯
科
医
療
の
用
に
供
す
る
補
て
つ
を
作
成
し
、
修
理
し
、
ま
た
は
加
工
す
る
こ
と
を
い
う
（
噛
骸
）
。
し
か
し
歯
科
医
師
の
指
示
書
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
病
院
ま
た
は
診
療
所
内
の
場
所
で
、
患
者
の
治
療
を
担
当
す
る
歯
科
医
師
の
直
接
の
指
示
に
基
づ
い
て
行
な
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
（
噛
職
）
。
患
者
は
、
歯
科
診
療
の
患
者
で
あ
る
。
指
示
書
は
文
書
に
よ
る
歯
科
医
師
の
指
示
で
あ
る
が
、
直
接
の
指
示
と
も
い
え
よ
う
。
歯
科
技
工
士
（
肛
）
に
も
、
業
務
の
制
限
が
あ
る
。
そ
れ
は
印
象
採
得
、
咬
合
採
得
、
試
適
、
装
着
そ
の
他
歯
科
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
で
あ
る
（
砿
）
．
　
c
　
診
療
放
射
線
照
射
　
　
診
療
放
射
線
は
、
ア
ル
フ
ァ
線
・
べ
ー
タ
線
、
ガ
ン
マ
線
、
百
万
電
子
ボ
ル
ト
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
電
子
線
、
エ
ッ
ク
ス
線
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
電
磁
波
ま
た
は
粒
子
線
で
あ
り
、
診
療
放
射
線
照
射
は
、
こ
の
よ
う
な
放
射
線
を
人
体
に
照
射
し
、
照
射
機
器
ま
た
は
放
射
性
同
位
元
素
を
人
体
内
に
そ
う
入
し
て
行
な
う
も
の
を
除
く
。
な
お
照
射
に
は
撮
映
も
含
み
、
放
射
性
同
位
元
素
に
は
、
そ
の
化
合
物
と
放
射
性
同
位
元
素
ま
た
は
そ
の
化
合
物
を
含
む
（
彰
放
）
。
診
療
放
射
線
技
師
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
具
体
的
な
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
、
放
射
線
を
人
体
に
照
射
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
病
院
・
診
療
所
以
外
の
場
所
で
、
そ
の
業
務
を
行
な
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
荒
）
。
　
d
　
臨
床
検
査
・
衛
生
検
査
　
臨
床
検
査
・
衛
生
検
査
は
、
医
師
の
指
導
監
督
の
下
で
、
微
生
物
学
的
検
査
、
血
清
学
的
検
査
、
血
液
学
的
検
査
、
病
理
学
的
検
査
、
寄
生
虫
学
的
検
査
ま
た
は
生
化
学
的
検
査
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
が
、
臨
床
検
査
に
は
右
の
ほ
か
政
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
が
加
わ
り
、
衛
生
検
査
に
は
、
こ
れ
が
な
く
、
こ
こ
に
差
異
が
あ
る
（
藷
衛
）
。
政
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
は
、
一
定
の
心
電
図
検
査
等
で
あ
る
（
髄
舗
髄
）
。
な
お
臨
床
検
査
技
師
（
に
）
は
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
一
条
第
一
項
（
翻
灘
蠕
翻
麟
鋤
諸
に
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
診
療
の
補
助
と
し
て
採
血
が
で
き
る
（
膿
蠣
5
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
二
二
　
e
　
理
学
療
法
　
　
理
学
療
法
は
、
医
師
の
指
示
の
下
で
（
遡
酢
）
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
に
対
し
、
主
と
し
て
そ
の
基
本
動
作
能
力
の
回
復
を
図
る
た
め
、
治
療
体
操
そ
の
他
の
運
動
を
行
わ
せ
、
電
気
刺
激
、
マ
ッ
サ
…
ジ
、
温
熱
そ
の
他
の
物
理
的
手
段
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
（
に
）
。
理
学
療
法
士
（
仁
）
は
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
一
条
第
一
項
（
踊
）
と
第
三
二
条
（
灘
難
楯
纈
螂
菰
雛
看
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
診
療
の
補
助
と
し
て
業
務
が
で
き
、
ま
た
は
医
師
の
具
体
的
な
指
示
を
受
け
れ
ば
、
マ
ッ
サ
…
ジ
も
で
き
る
（
卜
胚
）
。
　
f
　
作
業
療
法
　
　
作
業
療
法
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
者
に
対
し
、
主
と
し
て
そ
の
応
用
的
動
作
能
力
ま
た
は
社
会
的
適
応
能
力
の
回
復
を
図
る
た
め
、
手
芸
、
工
作
そ
の
他
の
作
業
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
（
理
酢
）
。
作
業
療
法
士
（
鵬
）
も
、
診
療
の
補
助
と
し
て
業
務
が
で
き
る
（
ト
五
）
。
　
9
　
視
能
訓
練
　
　
視
能
訓
練
は
、
医
師
の
指
示
の
下
で
、
両
眼
視
機
能
に
障
害
の
あ
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
両
眼
視
機
能
の
回
復
の
た
め
矯
正
訓
練
ま
た
は
必
要
な
検
査
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
（
竣
能
）
。
な
お
視
能
訓
練
士
（
姻
）
は
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
一
条
第
一
項
（
踊
）
と
第
三
二
条
（
姻
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
診
療
の
補
助
と
し
て
業
務
が
で
き
る
（
↑
七
）
。
　
れ
　
臨
床
工
学
　
　
臨
床
工
学
は
、
生
命
維
持
管
理
装
置
は
、
人
の
呼
吸
、
医
師
の
指
示
の
下
で
、
生
命
維
持
管
理
装
置
の
操
作
ま
た
は
保
守
点
検
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
が
、
循
環
ま
た
は
代
謝
の
機
能
の
一
部
を
代
替
し
、
ま
た
は
補
助
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
装
置
で
あ
り
、
そ
の
操
作
に
は
、
そ
の
装
置
の
先
端
部
の
身
体
へ
の
接
続
ま
た
は
身
体
か
ら
の
除
去
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
（
藷
1
）
。
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
人
工
呼
吸
装
置
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
、
鼻
カ
ニ
ュ
…
レ
そ
の
他
の
先
端
部
の
身
体
へ
の
接
続
ま
た
は
身
体
か
ら
の
除
去
等
あ
る
（
璃
紅
飛
）
。
臨
床
工
学
技
士
（
藷
蟹
）
は
、
診
察
の
補
助
と
し
て
業
務
が
で
き
る
（
娠
）
。
　
ー
　
採
型
・
適
合
　
　
採
型
は
、
義
肢
ま
た
は
装
具
の
装
着
部
位
の
型
を
と
る
こ
と
で
あ
り
・
適
合
は
、
人
の
身
体
へ
の
適
切
な
接
合
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
製
作
を
も
含
む
。
義
肢
は
、
上
肢
ま
た
は
下
肢
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
欠
損
の
あ
る
者
に
装
着
し
て
、
そ
の
欠
損
　
　
ヤ
　
　
ヤ
を
補
て
ん
し
、
ま
た
は
そ
の
欠
損
よ
り
失
わ
れ
た
機
能
を
代
替
す
る
た
め
の
器
具
器
械
（
礫
伽
）
で
あ
り
、
装
具
は
、
上
肢
・
下
肢
の
全
部
・
一
部
ま
た
は
体
幹
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
者
に
装
着
し
て
、
当
該
機
能
を
回
復
さ
せ
・
そ
の
低
下
を
抑
制
し
ま
た
は
当
該
機
能
を
補
完
す
る
た
め
の
器
具
器
械
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
採
型
や
適
合
の
良
否
も
、
診
療
の
内
容
に
も
な
り
、
業
務
は
、
医
師
の
指
示
の
下
で
行
わ
れ
る
（
蟻
装
）
。
　
ー
　
救
急
救
命
　
　
救
急
救
命
は
、
救
急
救
命
処
置
で
あ
る
が
、
医
師
の
指
示
の
下
で
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
救
急
救
命
処
置
は
、
そ
の
症
状
が
著
し
く
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
生
命
が
危
険
な
状
態
に
あ
る
傷
病
者
（
重
度
傷
病
者
）
が
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
搬
送
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
当
該
重
度
傷
病
者
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る
気
道
の
確
保
、
心
拍
の
回
復
そ
の
他
の
処
置
で
あ
っ
て
、
当
該
重
度
傷
病
者
の
症
状
の
著
し
い
悪
化
を
防
止
し
、
ま
た
は
そ
の
生
命
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
、
緊
急
必
要
な
も
の
を
い
う
（
徽
急
）
。
東
　
洋
　
法
　
学
一
一
三
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
k
　
調
剤
　
　
調
剤
は
、
特
定
の
人
の
疾
病
・
負
傷
の
た
め
に
、
医
薬
品
を
調
合
等
す
る
こ
と
で
あ
る
（
篠
舗
参
賂
）
。
医
師
・
歯
科
医
師
・
獣
医
師
の
処
方
せ
ん
に
よ
っ
て
行
な
う
（
ξ
。
こ
れ
は
、
も
っ
と
も
早
く
か
ら
あ
る
補
助
行
為
・
参
加
行
為
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
生
物
学
的
医
学
－
医
術
つ
ま
り
近
代
医
学
ー
医
術
の
系
統
に
属
し
、
近
代
医
学
ー
医
術
の
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
元
来
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
行
な
う
こ
と
で
あ
り
、
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
（
箪
噛
）
。
し
か
し
こ
の
独
占
も
．
医
師
・
歯
科
医
師
の
指
導
、
監
督
、
指
示
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
一
定
の
養
成
・
学
校
教
育
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
国
家
試
験
に
合
格
し
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
も
つ
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
知
識
も
技
能
も
、
相
当
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
（
驚
欄
魏
顯
）
。
　
こ
う
し
た
診
療
・
歯
科
診
療
へ
の
補
助
行
為
・
参
加
行
為
と
は
別
に
展
開
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
東
洋
医
学
…
東
洋
医
術
に
属
す
る
と
さ
れ
る
施
術
行
為
（
鯉
ん
拝
匹
魏
）
が
あ
る
。
施
術
行
為
は
、
は
り
術
、
き
ゅ
う
術
、
あ
ん
摩
術
（
蹄
轍
舗
腰
儲
勘
諦
締
駄
粥
甜
）
、
マ
ッ
サ
…
ジ
術
、
指
圧
術
（
雛
騨
ヤ
惚
払
緬
裁
輝
惣
御
耐
創
輝
）
と
柔
道
整
復
術
に
分
け
ら
れ
て
い
る
（
揉
道
雛
鞭
噸
、
鉄
猛
構
訳
薩
礎
離
ゆ
麟
罫
猷
錬
勃
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
方
法
が
あ
り
、
固
定
的
で
あ
る
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
を
業
と
す
る
に
は
、
免
許
が
必
要
で
あ
り
（
騎
肱
瞬
マ
勲
吋
引
爾
舗
雌
騨
ザ
働
鰍
辮
臆
、
翻
欝
．
誘
帆
轡
錠
砂
騎
ガ
架
螺
樋
鰹
）
。
免
許
は
、
一
定
の
学
校
ま
た
は
養
成
施
設
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
術
に
必
要
な
一
定
の
知
識
と
技
能
に
関
す
る
科
目
を
修
得
し
（
驚
翫
輝
二
Σ
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
的
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
、
厚
生
大
臣
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
（
勧
臥
囎
償
琢
道
）
。
施
術
者
は
、
外
科
手
術
と
薬
品
を
投
与
し
、
そ
の
指
示
を
行
な
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
（
驚
胤
噸
畑
）
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
…
ジ
指
圧
師
は
、
医
師
の
同
意
を
得
た
場
合
の
外
は
、
脱
臼
ま
た
は
骨
折
の
患
者
に
施
行
し
て
は
な
ら
な
い
（
勧
凱
）
と
さ
れ
、
は
り
師
に
は
、
は
り
を
施
こ
そ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
手
指
と
施
術
の
局
部
を
消
毒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
贋
）
。
と
く
に
従
来
、
柔
道
整
復
師
は
、
医
師
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
お
の
ず
か
ら
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
…
ジ
指
圧
師
は
、
脱
臼
ま
た
は
骨
折
の
患
者
の
治
療
を
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
あ
ん
摩
師
、
マ
ッ
サ
…
ジ
師
ま
た
は
指
圧
師
は
、
形
式
的
に
は
、
そ
の
治
療
の
範
囲
が
、
拡
張
さ
れ
、
柔
道
整
復
師
は
、
実
質
的
に
は
、
医
師
の
同
意
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
反
面
、
医
師
は
、
大
幅
に
、
柔
道
整
復
師
に
、
診
療
の
範
囲
を
許
す
結
果
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
由
由
し
き
問
題
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
右
の
生
物
学
的
近
代
な
診
療
・
歯
科
診
療
へ
の
補
助
行
為
・
参
加
行
為
に
従
事
す
る
医
的
専
門
・
技
術
者
で
さ
え
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
指
示
・
監
督
・
指
導
の
下
に
あ
り
、
反
対
に
、
医
師
・
歯
科
医
師
は
、
わ
ず
か
に
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
そ
の
独
占
を
保
持
し
て
い
る
の
に
、
施
術
師
と
く
に
柔
道
整
復
師
に
の
み
に
、
医
師
の
同
意
か
ら
解
放
し
、
か
え
っ
て
実
質
的
に
意
味
の
な
い
あ
ん
摩
等
マ
ッ
サ
…
ジ
指
圧
師
の
施
術
業
者
に
は
、
脱
臼
・
骨
折
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
同
意
を
必
要
と
す
る
（
騎
翫
）
か
ら
で
あ
る
。
な
お
医
師
・
歯
科
医
師
は
、
医
療
の
目
的
を
も
ち
、
か
つ
学
理
に
背
反
し
な
い
絶
対
不
能
で
な
い
診
療
の
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
あ
ん
摩
マ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
の
禁
止
す
る
（
じ
い
わ
ゆ
る
医
療
類
似
行
為
も
、
施
用
・
利
用
で
き
よ
う
。
（
ユ
）
（
2
）
　
医
療
技
術
の
展
開
は
、
と
く
に
物
理
学
・
化
学
等
の
発
達
に
よ
る
が
、
例
え
ば
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
放
射
線
等
が
医
療
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
大
正
の
社
会
・
時
代
辺
り
か
ら
あ
る
。
詳
し
く
は
、
厚
生
省
・
前
掲
書
二
二
三
頁
以
下
・
参
照
　
こ
の
規
定
は
、
「
及
び
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
解
釈
上
、
「
及
び
」
で
は
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
「
・
」
ま
た
は
「
ま
た
は
し
を
用
い
る
。
判
例
で
も
、
「
及
び
」
を
「
ま
た
は
」
と
解
釈
す
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
以
下
の
法
律
の
規
定
で
は
、
こ
う
し
た
お
か
し
さ
が
目
立
つ
。
な
お
以
下
条
文
の
羅
列
の
よ
う
で
あ
る
が
、
今
日
、
診
療
・
歯
科
診
療
の
補
助
行
為
・
参
加
行
為
を
示
す
た
め
に
は
、
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
な
お
歯
科
衛
生
士
は
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
に
含
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
3
）
柔
道
整
復
の
み
は
、
沿
革
的
に
み
て
も
、
何
故
か
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
・
医
療
類
似
行
為
（
東
洋
法
学
三
六
巻
一
号
）
・
参
照
、
大
正
九
　
　
年
二
九
二
〇
年
、
按
摩
術
営
業
取
締
規
則
の
付
則
は
、
柔
道
を
教
授
す
る
者
に
も
、
同
法
を
準
用
す
る
と
し
て
、
柔
道
を
教
え
る
者
に
柔
道
整
　
　
復
を
行
な
う
こ
と
を
認
め
る
が
、
彼
ら
の
救
済
の
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
（
厚
生
省
・
前
掲
書
二
二
五
頁
）
。
大
平
洋
戦
争
後
は
、
彼
ら
に
比
べ
　
　
て
、
剣
道
家
は
、
悲
惨
な
生
活
を
お
く
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
今
日
は
、
医
師
か
ら
の
解
放
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
個
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
　
　
は
、
必
ず
し
も
、
十
分
な
医
療
の
知
識
と
技
能
の
な
い
彼
ら
に
、
医
行
為
の
一
部
を
独
立
的
に
解
放
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
柔
遵
整
　
　
復
師
以
外
の
施
術
業
者
に
は
、
本
来
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
・
施
術
を
独
立
（
医
師
・
歯
科
医
師
か
ら
）
し
て
で
き
る
と
し
、
脱
臼
等
に
つ
い
て
は
、
　
　
あ
ん
摩
師
等
は
、
医
師
の
同
意
を
ま
っ
て
、
こ
れ
等
を
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
聯
鵡
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
柔
道
整
復
師
以
外
の
　
　
あ
ん
摩
等
も
そ
れ
ぞ
れ
の
本
来
的
施
術
は
、
も
ち
ろ
ん
医
師
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
脱
臼
等
の
治
療
も
で
き
、
そ
の
施
術
の
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
　
　
に
な
る
。
施
術
に
つ
い
て
も
拙
稿
・
前
掲
書
（
新
診
療
室
の
法
律
）
ニ
ニ
頁
以
下
・
前
掲
論
文
（
東
洋
法
学
三
六
巻
一
号
）
・
参
照
。
四
　
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
診
療
・
歯
科
診
療
へ
の
積
極
的
行
為
　
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
診
療
へ
の
積
極
的
行
為
を
認
め
て
い
る
。
　
a
　
主
治
の
医
師
・
歯
科
医
師
の
指
示
の
な
い
と
き
は
、
と
く
に
一
般
的
に
傷
病
者
の
療
養
上
の
指
導
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
蠣
融
輩
解
穂
五
）
。
そ
れ
は
療
養
上
の
指
導
（
胴
）
は
、
医
師
の
行
な
う
「
療
養
の
指
導
そ
の
他
保
健
の
向
上
に
必
要
な
指
導
」
（
脹
二
）
で
も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
診
療
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
し
か
も
、
と
く
に
、
保
健
婦
が
、
そ
れ
を
単
独
で
行
な
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
b
　
保
健
所
長
の
指
示
が
な
い
と
き
も
単
独
で
、
保
健
指
導
が
で
き
よ
う
（
胴
鷹
縫
騨
糖
六
）
。
そ
れ
は
、
保
健
所
長
の
指
示
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
醐
動
講
｝
）
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
も
、
単
独
で
保
健
婦
は
、
保
健
指
導
が
で
き
る
が
、
保
健
指
導
の
内
容
は
診
療
で
あ
ろ
う
。
な
お
助
産
婦
の
広
求
の
義
務
の
保
健
指
導
（
に
五
）
も
、
同
様
で
あ
ろ
う
。
　
c
　
助
産
婦
は
、
妊
婦
、
産
婦
、
じ
よ
く
婦
、
胎
児
ま
た
は
新
生
児
に
異
常
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
医
師
の
診
療
を
請
わ
し
め
、
自
ら
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
処
置
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
臨
時
応
急
の
措
置
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
（
だ
）
。
異
常
を
認
め
る
こ
と
は
、
診
察
で
あ
り
、
臨
時
応
急
の
措
置
も
、
診
療
と
く
に
治
療
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
例
外
的
に
認
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
d
　
分
娩
の
介
助
ま
た
は
死
胎
の
検
案
を
し
た
助
産
婦
は
、
出
生
証
明
、
死
産
証
書
ま
た
は
死
胎
検
案
書
の
交
付
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
は
、
正
当
な
事
由
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
（
肥
九
）
。
介
助
や
死
胎
検
案
も
実
質
的
に
、
診
療
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書
面
の
作
成
・
交
付
も
医
師
の
行
な
う
行
為
で
も
あ
る
（
遜
動
剛
）
。
　
e
　
助
産
婦
は
、
自
ら
分
娩
の
介
助
ま
た
は
検
案
を
し
な
い
で
出
生
証
明
、
死
産
証
明
書
ま
た
は
死
胎
検
案
書
を
交
付
し
て
は
な
ら
な
い
（
醐
鋤
看
）
。
出
生
や
死
産
の
確
認
、
検
案
も
、
こ
れ
か
ら
の
書
面
の
作
成
の
前
提
で
あ
り
、
か
つ
診
療
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
法
も
、
自
ら
、
彼
女
ら
が
実
質
的
に
診
療
を
行
な
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
五
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
a
　
保
健
指
導
・
保
健
婦
　
　
保
健
指
導
は
、
医
師
も
、
医
療
と
保
健
指
導
を
掌
る
（
遜
）
が
、
歯
科
医
師
も
、
歯
科
診
療
と
保
健
指
導
を
掌
る
（
噛
）
。
保
健
婦
は
、
厚
生
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、
保
健
婦
と
称
し
て
保
健
指
導
に
従
事
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
（
蘇
動
）
。
保
健
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
嬬
助
産
婦
看
護
嬬
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
指
導
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
が
掌
り
、
保
健
婦
は
業
と
し
て
従
事
す
る
か
ら
、
医
師
・
歯
科
医
師
と
保
健
婦
の
問
に
は
保
健
指
導
を
め
ぐ
っ
て
の
関
係
す
る
仕
方
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
同
じ
保
健
指
導
で
も
、
保
健
婦
の
保
健
指
導
は
、
固
有
的
で
あ
ろ
う
（
縣
麟
欄
醗
杜
軸
懸
州
幽
薩
）
。
保
健
婦
の
保
健
指
導
（
翻
蹄
払
麻
彊
指
）
も
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
そ
れ
（
擁
羅
）
と
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
保
健
婦
国
家
試
験
は
、
保
健
婦
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
能
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
（
↑
）
、
そ
の
受
験
科
目
は
、
公
衆
衛
生
看
護
学
、
疫
学
、
健
康
管
理
と
保
健
福
祉
衛
生
行
政
論
（
蘇
渤
曙
施
）
で
あ
り
、
保
健
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
保
健
婦
国
家
試
験
に
合
格
し
、
厚
生
大
臣
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
翻
鋤
）
。
し
か
し
こ
の
保
健
婦
国
家
試
験
の
受
験
資
格
は
、
看
護
婦
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
ま
た
は
看
護
婦
国
家
試
験
の
受
験
資
格
（
、
じ
者
で
あ
っ
て
、
後
者
は
、
さ
ら
に
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
左
の
各
号
は
、
a
文
部
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
で
六
月
以
上
保
健
婦
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者
、
b
厚
生
大
臣
が
指
定
し
た
保
健
婦
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
、
c
外
国
の
保
健
婦
学
校
を
卒
業
し
、
ま
た
は
保
健
婦
免
許
を
得
た
者
で
、
厚
生
大
臣
が
b
に
か
か
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
と
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
（
だ
）
。
こ
れ
は
、
看
護
婦
国
家
試
験
合
格
ま
た
は
看
護
婦
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
が
同
じ
で
は
な
く
、
看
護
婦
国
家
試
験
合
格
者
は
、
保
健
婦
国
家
試
験
合
格
と
い
う
点
で
は
、
看
護
婦
国
家
試
験
受
験
資
格
で
の
保
健
婦
国
家
試
験
合
格
者
と
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
、
看
護
婦
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
能
に
つ
い
て
は
、
た
ん
な
る
看
護
婦
国
家
試
験
受
験
資
格
で
の
保
健
婦
国
家
試
験
合
格
者
よ
り
は
程
度
は
、
高
く
、
優
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
セ
）
。
保
健
婦
は
、
保
健
婦
と
称
し
て
保
健
指
導
に
つ
い
て
相
当
の
知
識
を
も
ち
、
保
健
指
導
に
従
事
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
女
子
で
あ
る
（
、
一
）
。
ま
た
は
保
健
婦
の
免
許
を
も
つ
者
（
貌
賂
）
で
あ
る
。
保
健
指
導
は
、
人
の
健
康
の
保
持
の
指
導
で
あ
る
。
健
康
の
保
持
に
は
、
現
在
の
人
の
身
体
の
状
態
が
疾
病
・
負
傷
で
あ
っ
て
も
、
よ
り
一
層
よ
く
な
る
こ
と
、
人
の
身
体
の
機
能
・
組
織
の
衰
弱
の
固
定
、
防
止
、
療
養
等
も
含
む
が
、
形
式
的
に
は
、
保
健
指
導
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
　
保
健
婦
の
行
な
う
行
為
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
b
　
助
産
・
助
産
婦
　
　
助
産
婦
は
、
厚
生
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、
助
産
ま
た
は
妊
婦
・
じ
ょ
く
婦
・
新
生
児
の
保
健
指
導
を
な
す
こ
と
を
業
と
す
る
女
子
で
あ
る
（
一
、
一
）
。
助
産
は
、
妊
婦
の
分
娩
を
補
助
す
る
こ
と
の
み
で
な
く
、
後
産
を
取
り
出
し
膀
帯
（
燭
姓
）
を
切
り
、
産
湯
に
浴
さ
せ
る
こ
と
も
含
む
（
醇
伍
顯
翫
）
。
妊
婦
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
じ
ょ
く
婦
は
、
お
産
の
床
に
い
る
女
性
で
あ
り
、
新
生
児
は
、
生
後
四
週
間
ま
で
の
乳
児
で
あ
る
。
保
健
指
導
は
、
妊
婦
や
じ
ょ
く
婦
に
つ
い
て
は
、
筆
を
加
え
る
ま
で
も
な
い
が
、
新
生
児
に
は
、
と
く
に
成
長
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
保
健
指
導
は
、
説
明
を
省
略
す
る
（
紅
黙
貰
．
）
。
　
助
産
婦
国
家
試
験
は
、
助
産
婦
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
能
に
つ
い
て
行
わ
れ
（
セ
）
、
そ
の
受
験
科
目
は
、
助
産
学
概
論
、
生
殖
の
形
態
・
母
性
の
心
理
、
社
会
学
、
乳
幼
児
の
成
長
発
達
、
助
産
診
断
学
、
助
産
技
術
学
、
地
域
母
子
保
健
と
助
産
業
務
管
理
で
あ
り
（
辮
施
鋤
、
、
、
）
、
助
産
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
助
産
婦
国
家
試
験
に
合
格
し
、
厚
生
大
臣
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
襯
鋤
）
。
そ
の
受
験
資
格
者
は
、
看
護
婦
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
ま
た
は
看
護
婦
国
家
試
験
の
受
験
資
格
（
、
じ
者
で
あ
り
、
後
者
は
か
つ
、
a
一
定
の
学
校
で
、
六
月
以
上
助
産
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
、
b
一
定
の
助
産
婦
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
、
c
外
国
の
助
産
婦
学
校
を
卒
業
し
、
ま
た
は
外
国
で
助
産
婦
免
許
を
得
た
者
で
、
厚
生
大
臣
が
a
・
b
の
者
と
同
等
以
上
の
知
識
と
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
の
い
ず
れ
か
の
一
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
に
）
。
助
産
婦
国
家
試
験
で
も
、
保
健
婦
国
家
試
験
と
同
様
に
、
看
護
婦
国
家
試
験
合
格
ま
た
は
看
護
婦
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
基
礎
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
助
産
婦
で
も
、
看
護
婦
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
助
産
婦
は
、
助
産
ま
た
は
妊
婦
等
の
一
定
の
者
に
対
し
て
保
健
指
導
を
行
な
う
こ
と
を
業
と
す
る
女
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
嬬
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
子
で
あ
る
（
一
、
一
）
。
助
産
、
妊
婦
等
の
一
定
の
者
、
保
健
指
導
等
は
、
右
に
示
し
た
か
ら
省
略
す
る
が
、
そ
の
保
健
指
導
は
、
保
健
婦
の
保
健
指
導
と
は
、
対
象
が
異
な
り
、
そ
の
内
容
も
、
同
じ
で
は
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
そ
の
業
と
す
る
助
産
ま
た
は
保
健
指
導
は
、
形
式
的
に
は
、
助
産
婦
の
行
な
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
C
　
看
護
・
看
護
婦
　
　
看
護
婦
は
、
厚
生
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、
傷
病
者
・
じ
ょ
く
婦
に
対
す
る
療
養
上
の
世
話
ま
た
は
診
療
の
補
助
を
行
な
う
こ
と
を
業
と
す
る
女
子
で
あ
る
（
五
）
。
し
か
し
看
護
士
（
は
○
）
や
准
看
護
婦
・
准
看
護
士
も
あ
る
（
㏄
L
六
）
が
、
こ
こ
で
は
、
看
護
婦
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
す
る
。
看
護
は
、
療
養
上
の
世
話
と
診
療
（
梱
舗
磁
療
）
の
補
助
に
分
け
ら
れ
（
鉱
）
、
ま
た
は
療
養
上
の
世
話
で
あ
ろ
う
（
餓
義
．
）
。
療
養
は
、
人
の
疾
病
・
負
傷
の
治
癒
、
身
体
の
組
識
・
機
能
の
回
復
・
（
よ
り
良
好
な
）
固
定
、
健
康
の
保
持
増
進
等
の
一
ま
た
は
復
数
の
目
的
で
、
精
神
と
く
に
身
体
を
休
ま
せ
た
り
、
手
当
を
受
け
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
療
養
上
の
世
話
は
、
こ
う
し
た
療
養
の
上
で
の
世
話
で
あ
る
が
、
世
話
は
、
療
養
の
う
え
で
必
要
な
面
倒
を
み
る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
面
倒
の
内
容
的
行
為
は
、
と
く
に
医
学
・
医
療
的
な
観
察
行
為
、
評
価
行
為
、
治
療
行
為
、
保
健
行
為
、
看
護
行
為
、
助
言
行
為
ま
た
は
保
健
指
導
行
為
で
あ
ろ
う
。
「
と
く
に
医
学
・
医
術
的
」
と
い
う
の
は
、
生
物
学
的
・
薬
学
的
・
心
理
学
的
・
社
会
学
的
で
あ
り
、
そ
の
う
え
に
わ
け
て
も
医
学
・
医
術
的
原
理
に
基
づ
く
行
為
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
看
護
学
の
知
識
・
判
断
ー
技
能
を
伴
な
う
も
の
で
あ
り
、
医
学
ー
医
術
的
に
は
、
程
度
も
高
く
・
種
類
も
多
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
面
倒
の
内
容
的
行
為
に
は
、
必
ず
し
も
右
の
よ
う
な
行
為
の
み
で
な
く
、
全
然
、
医
学
・
医
術
行
為
で
な
い
単
純
な
行
為
も
あ
れ
ば
、
単
純
で
あ
る
が
、
医
学
ー
医
術
的
行
為
も
あ
ろ
う
。
　
診
療
の
補
助
は
、
診
療
へ
の
参
加
行
為
と
い
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
補
助
も
参
加
も
患
者
の
現
在
の
疾
病
・
負
傷
ま
た
は
精
神
と
く
に
身
体
の
状
態
を
治
癒
ま
た
は
よ
り
一
層
、
良
好
な
状
態
に
解
放
す
る
こ
と
（
医
療
の
目
的
〉
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
り
、
補
助
す
る
者
ま
た
は
参
加
す
る
者
に
お
い
て
の
み
主
観
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
診
療
は
、
診
察
と
治
療
で
あ
り
、
診
療
の
補
助
も
診
療
の
参
加
も
、
医
療
の
目
的
の
下
で
は
、
同
義
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
的
行
為
は
、
右
と
同
じ
程
度
・
種
類
の
も
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
療
養
上
の
世
話
と
診
療
の
補
助
・
参
加
の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
内
容
的
行
為
は
、
多
く
、
ま
た
は
少
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
療
養
上
の
世
話
で
は
、
保
健
行
為
、
看
護
行
為
、
助
言
行
為
、
保
健
指
導
行
為
等
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
診
療
の
補
助
・
参
加
で
は
、
診
察
の
と
き
は
、
医
学
・
医
術
的
な
観
察
行
為
、
評
価
行
為
等
は
、
と
く
に
多
い
で
あ
ろ
う
（
勘
鍵
し
咲
獅
寵
剃
歴
ゆ
酷
繰
濾
ポ
鋤
嬬
）
。
な
お
今
日
、
診
察
の
手
段
と
し
て
検
査
が
あ
る
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
助
言
行
為
等
も
考
え
ら
れ
る
。
治
療
の
時
は
、
も
ち
ろ
ん
治
療
に
関
す
る
行
為
が
多
く
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
の
行
為
の
準
備
や
後
始
末
の
行
為
も
、
考
え
ら
れ
る
が
、
患
者
の
診
療
選
択
権
の
前
に
は
、
い
わ
ゆ
る
鼠
○
誰
＆
8
霧
①
導
つ
ま
り
説
明
し
て
承
諾
を
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
医
師
に
指
示
さ
れ
た
注
射
が
二
種
以
上
あ
る
場
合
（
疑
魏
腿
嵌
抽
確
者
）
、
看
護
婦
は
、
注
射
の
そ
れ
ぞ
れ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヱ
ぽ
　
つ
い
て
、
そ
の
効
果
、
副
作
用
の
有
無
、
激
痛
の
有
無
等
を
説
明
し
、
患
者
の
承
諾
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
看
護
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
看
護
婦
国
家
試
験
に
合
格
し
、
厚
生
大
臣
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
七
）
が
、
看
護
婦
国
家
試
験
の
受
験
資
格
は
、
次
の
各
号
（
一
ー
）
の
一
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
a
文
部
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
で
三
年
以
上
看
護
婦
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者
、
b
厚
生
大
臣
の
指
定
し
た
看
護
婦
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
、
c
免
許
を
得
た
後
三
年
以
上
業
務
に
従
事
し
て
い
る
准
看
護
婦
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
准
看
護
婦
で
a
・
b
に
規
定
す
る
学
校
・
養
成
所
で
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
二
年
以
上
修
業
し
た
者
、
d
外
国
の
看
護
学
校
を
卒
業
し
、
ま
た
は
看
護
婦
免
許
を
得
た
者
で
、
厚
生
大
臣
が
、
a
ま
た
は
b
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
と
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
で
あ
る
（
、
じ
。
と
さ
れ
て
い
る
。
a
の
文
部
大
臣
の
指
定
す
る
学
校
は
、
専
修
学
校
ま
た
は
各
種
学
校
（
悩
礒
磐
駄
〉
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
学
校
ま
た
は
看
護
婦
養
成
所
は
、
｝
定
の
指
定
基
準
を
も
ち
（
観
鋤
循
学
）
、
入
学
資
格
・
入
所
資
格
は
、
大
学
入
学
資
格
と
同
じ
で
あ
る
（
勝
融
瓢
郵
艦
蘇
）
が
、
教
育
す
る
科
目
は
、
基
礎
科
目
、
専
門
基
礎
科
目
、
専
門
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
レ
き
ニ
ン
グ
目
と
臨
床
実
習
に
分
け
ら
れ
、
ま
さ
に
看
護
学
と
実
習
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
（
鋪
調
鯛
捌
）
。
さ
ら
に
看
護
婦
国
家
試
験
の
科
目
は
、
解
剖
学
、
生
化
学
、
栄
養
学
、
薬
理
学
、
徴
生
物
学
、
病
理
学
、
公
衆
衛
生
学
、
社
会
福
祉
学
、
関
係
法
規
、
精
神
保
健
、
基
礎
看
護
学
、
老
人
看
護
学
、
小
児
看
護
学
と
母
性
看
護
学
で
あ
り
（
襯
動
靖
執
）
、
看
護
婦
国
家
試
験
の
合
格
者
は
、
右
の
看
護
つ
ま
り
療
養
上
の
世
話
と
診
療
補
助
・
参
加
行
為
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
看
護
婦
国
家
試
験
は
看
護
婦
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
能
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
。
（
課
鋤
癒
）
か
ら
で
あ
る
。
　
そ
れ
は
、
と
も
か
く
と
し
て
、
看
護
は
、
右
の
よ
う
に
療
養
上
の
世
話
と
診
療
の
補
助
・
参
加
に
分
け
ら
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
、
医
学
・
医
術
的
な
観
察
行
為
、
評
価
行
為
、
治
療
行
為
、
保
健
行
為
、
看
護
行
為
や
助
言
行
為
、
ま
た
は
保
健
指
導
行
為
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
準
備
行
為
、
後
始
末
行
為
等
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
ま
っ
た
く
医
学
・
医
術
と
は
関
係
の
な
い
行
為
も
あ
り
、
反
対
に
す
ぐ
れ
て
医
学
・
医
術
的
な
行
為
も
あ
ろ
う
。
以
上
は
、
看
護
を
実
質
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
形
式
的
に
い
え
ば
、
看
護
婦
が
行
な
う
こ
と
が
看
護
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
実
質
的
に
は
看
護
婦
は
、
右
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
看
護
が
で
き
る
女
子
つ
ま
り
傷
病
者
ま
た
は
じ
ょ
く
婦
に
対
す
る
療
養
上
の
世
話
ま
た
は
診
療
の
補
助
・
参
加
す
る
女
子
で
あ
る
（
群
鋤
）
と
い
え
よ
う
が
、
形
式
的
に
は
、
看
護
婦
は
、
看
護
婦
免
許
を
も
つ
女
子
で
あ
る
（
謝
陀
．
）
と
い
え
よ
う
。
　
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
は
、
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
ま
た
は
准
看
護
婦
は
、
主
治
の
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
の
外
、
診
療
機
械
を
使
用
し
、
医
薬
品
を
授
与
し
、
ま
た
は
医
薬
品
に
つ
い
て
指
示
を
な
し
そ
の
他
医
師
・
歯
科
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
を
生
ず
る
虞
れ
の
あ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
臨
時
応
急
の
手
当
を
な
し
、
ま
た
は
助
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
産
婦
が
へ
そ
の
お
を
切
り
、
か
ん
腸
を
施
し
、
そ
の
他
助
産
婦
の
業
務
に
当
然
附
随
す
る
行
為
を
な
す
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
規
定
は
、
a
主
治
の
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
（
鰐
郷
ど
婿
獅
）
の
指
示
の
あ
っ
た
場
合
の
外
、
保
健
婦
、
助
産
婦
ま
た
は
看
護
婦
（
灘
儲
旋
含
）
は
、
診
療
機
械
の
使
用
等
は
、
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
医
師
は
、
わ
ず
か
に
「
指
示
」
に
よ
っ
て
、
医
業
を
身
分
的
に
独
占
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
か
つ
診
療
機
械
の
使
用
等
は
、
診
療
に
属
す
る
こ
と
を
示
し
、
つ
ぎ
に
、
b
臨
時
応
急
の
手
当
を
す
る
こ
と
は
、
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
外
的
に
で
き
る
と
し
、
さ
ら
に
助
産
婦
は
、
へ
そ
の
お
を
切
る
等
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
を
、
分
説
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
え
よ
う
。　
a
　
指
示
　
指
示
は
、
内
容
、
方
法
等
に
よ
っ
て
は
、
指
揮
・
監
督
に
も
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
医
師
が
自
ら
治
療
行
為
を
為
す
に
当
り
、
医
師
の
免
許
を
も
た
な
い
他
人
を
使
役
し
て
、
そ
の
指
揮
監
督
の
下
に
治
療
行
為
を
補
助
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
補
助
者
は
、
医
師
の
手
足
と
し
て
行
動
す
る
に
止
ま
り
、
医
師
の
意
思
に
よ
っ
て
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
以
上
は
、
医
師
の
治
療
行
為
で
あ
る
。
ま
た
医
師
の
面
前
で
補
助
者
を
使
役
す
る
場
合
に
限
ら
ず
、
医
師
が
一
時
外
出
す
る
に
当
り
、
補
助
者
を
指
揮
監
督
し
て
不
在
中
自
己
の
従
来
の
患
者
を
治
療
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
漱
罐
辮
降
荒
蠣
た
馴
日
）
と
い
う
判
例
・
判
示
も
、
あ
る
。
代
診
と
は
医
師
免
許
を
も
た
な
い
が
、
資
格
あ
る
医
師
の
指
揮
監
督
を
受
け
そ
の
手
足
と
し
て
診
療
に
従
事
す
る
者
で
あ
り
、
代
診
の
患
者
に
対
す
る
診
療
は
、
無
免
許
医
業
罪
と
は
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
関
係
が
な
い
と
い
う
判
例
・
判
示
（
灘
衛
続
酔
断
ひ
朗
防
醐
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
（
蹉
㌃
頒
）
の
判
例
・
判
示
の
（
助
産
婦
で
あ
る
が
）
判
例
・
判
示
⑥
は
、
手
足
と
し
て
助
手
の
B
を
使
役
し
た
例
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
指
示
」
に
よ
る
こ
と
は
、
明
白
で
な
い
が
、
助
手
の
B
を
手
足
と
し
て
使
役
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
判
例
・
判
示
で
は
、
「
指
示
」
の
文
字
が
み
ら
れ
る
（
翻
關
い
胴
、
躰
⑯
旋
甜
）
。
ま
た
さ
き
に
示
し
た
（
駈
軌
頁
）
三
　
「
診
療
・
歯
科
診
療
へ
の
補
助
行
為
・
参
加
行
為
の
増
加
」
の
関
係
法
律
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
示
以
外
の
文
字
も
用
い
る
。
歯
科
衛
生
法
と
歯
科
技
工
法
は
、
「
指
示
」
、
診
療
放
射
線
技
師
法
は
、
「
具
体
的
な
指
示
し
、
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
は
、
「
指
導
監
督
」
、
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
は
、
「
指
示
」
、
視
能
訓
練
士
法
は
、
「
指
示
」
、
臨
床
工
学
技
士
法
は
、
「
指
示
」
、
義
肢
装
具
士
法
は
、
「
指
示
」
、
救
急
救
命
士
法
は
、
「
指
示
」
と
規
定
す
る
が
、
指
示
は
、
直
接
患
者
に
接
す
る
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
「
指
示
」
等
の
文
字
が
わ
ず
か
に
、
医
師
の
医
業
の
身
分
的
独
占
（
遜
）
を
保
守
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
「
指
示
」
等
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
は
、
医
師
の
手
足
の
よ
う
に
な
り
、
医
師
の
診
療
・
医
業
を
分
担
し
、
同
時
に
こ
れ
を
構
成
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
医
師
の
指
示
の
あ
っ
た
場
合
の
外
、
診
療
機
械
の
使
用
等
は
、
し
て
は
な
ら
な
い
」
は
、
医
師
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
診
療
機
械
の
使
用
等
が
で
き
、
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
は
、
使
用
し
等
し
て
い
い
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
医
師
の
指
示
の
あ
っ
た
場
合
の
外
は
、
そ
れ
ら
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
も
　
　
　
　
　
　
ハ
ぐ
　
ち
ろ
ん
で
あ
ろ
う
。
　
b
　
診
療
機
械
を
使
用
し
等
　
診
療
機
械
は
、
診
療
を
目
的
と
す
る
機
械
で
あ
る
が
、
機
械
は
、
外
力
に
抵
抗
で
き
る
物
体
を
組
み
あ
わ
せ
、
一
定
の
運
動
を
行
い
（
難
緻
餉
樋
）
、
そ
の
運
動
の
成
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
造
は
、
原
動
部
分
、
伝
動
部
分
と
作
業
部
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
サ
か
ら
な
り
、
い
ず
れ
か
一
の
部
分
を
欠
け
ば
、
「
機
械
」
と
い
わ
な
い
で
、
「
器
械
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
診
療
機
械
は
、
そ
の
よ
う
な
診
療
に
供
さ
れ
た
機
械
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
薬
事
法
は
「
器
具
・
器
械
」
の
み
を
規
定
す
る
（
縢
、
『
）
。
し
た
が
っ
て
、
保
健
婦
・
助
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
婦
と
く
に
看
護
婦
は
、
こ
の
場
合
（
脂
赫
合の
な
）
、
診
療
機
械
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
診
療
器
具
や
診
療
器
械
を
使
用
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
い
が
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
「
診
療
機
械
の
使
用
し
等
」
は
、
診
療
機
械
の
使
用
の
ほ
か
に
、
医
薬
品
（
喋
）
を
授
与
し
、
ま
た
は
医
薬
品
に
つ
い
て
指
示
を
な
し
そ
の
他
医
師
・
歯
科
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
を
生
ず
る
虞
れ
の
あ
る
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
診
療
に
属
す
る
行
為
で
あ
る
。
医
薬
品
、
授
与
、
指
示
等
は
、
省
略
し
て
、
医
師
・
歯
科
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
を
生
ず
る
虞
れ
の
あ
る
行
為
に
つ
い
て
い
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
医
師
（
舳
舗
娠
師
）
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
の
生
ず
る
虞
れ
の
あ
る
行
為
は
、
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
行
為
で
あ
る
が
、
大
手
術
、
副
作
用
の
激
し
い
薬
剤
の
注
射
等
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
の
生
ず
る
虞
れ
の
な
い
行
為
は
、
か
え
っ
て
保
健
婦
・
助
産
婦
看
護
婦
が
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
こ
の
規
定
は
、
む
し
ろ
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
に
、
診
療
器
具
や
診
療
器
械
を
用
い
る
等
の
診
療
を
解
放
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
間
題
は
、
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
の
危
害
の
生
ず
る
虞
れ
の
あ
る
行
為
が
具
体
的
に
何
ん
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
衛
生
上
の
危
害
は
具
体
的
に
ま
た
個
別
的
に
何
ん
で
あ
る
か
を
予
め
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
結
局
、
と
く
に
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
看
護
の
知
識
と
技
能
の
向
上
に
よ
っ
て
、
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
が
生
じ
る
虞
れ
の
あ
る
行
為
は
、
そ
の
範
囲
を
縮
小
し
、
反
対
に
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
の
危
害
の
虞
れ
の
な
い
行
為
（
診
療
）
は
、
拡
大
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
c
　
臨
時
応
急
の
手
当
（
鋤
蠣
⑳
鮫
、
勧
齢
托
砺
）
　
臨
時
応
急
の
手
当
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
例
外
的
に
、
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
に
、
明
文
規
定
で
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
臨
時
応
急
の
手
当
は
、
診
療
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
保
健
婦
・
助
産
婦
に
、
例
外
的
に
で
も
、
臨
時
応
急
の
手
当
つ
ま
り
限
定
的
に
診
療
を
解
放
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
と
技
能
（
課
鋤
種
）
を
公
認
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
医
師
の
指
示
の
下
で
あ
る
が
臨
床
工
学
技
士
に
は
、
生
命
維
持
管
理
装
置
の
操
作
（
蕊
1
）
を
救
急
救
命
士
に
は
救
急
救
命
の
処
置
を
認
め
（
徽
）
て
、
従
来
、
聖
域
と
さ
れ
た
診
療
中
の
診
療
と
さ
れ
た
部
分
を
解
放
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
規
定
で
は
、
医
師
の
指
示
な
し
で
、
臨
時
応
急
の
手
当
を
許
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
規
定
に
、
保
健
婦
・
看
護
婦
の
知
識
と
技
能
を
加
え
れ
ば
、
ま
す
ま
す
医
師
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
の
危
害
を
生
じ
る
虞
れ
の
あ
る
行
為
の
範
囲
は
、
縮
小
さ
れ
、
か
え
っ
て
さ
ら
に
保
健
婦
・
助
産
婦
看
護
婦
の
で
き
る
医
師
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
の
危
害
を
生
ず
る
虞
れ
の
な
い
行
為
は
、
拡
大
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
21
（
3
）
（
4
）65
　
拙
稿
・
前
掲
書
（
「
新
診
察
室
の
法
律
」
）
㎝
頁
以
下
・
参
照
　
鍔
9
①
お
茸
O
p
ピ
鋤
≦
国
＜
Φ
蔓
窯
ξ
。
。
①
ω
ぎ
巳
α
遡
8
≦
↓
ぼ
置
国
象
鉱
○
戸
署
」
⑩
～
8
■
膨
◎
ゆ
蔦
｝
○
お
F
↓
欝
ピ
餌
類
節
↓
訂
膨
図
℃
碧
鼠
お
2
賛
巴
詣
菊
9
の
も
」
認
の
3
，
参
照
　
看
護
婦
が
診
療
へ
の
補
助
行
者
・
参
加
行
為
と
し
て
、
つ
ま
り
医
師
の
手
足
と
し
て
で
は
な
く
、
主
体
に
行
な
う
行
為
は
、
民
事
責
任
を
間
わ
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
刑
事
責
任
の
場
合
は
、
そ
の
結
果
が
重
大
で
あ
る
と
き
は
、
と
く
に
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
指
示
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
実
定
行
政
法
　
上
巻
」
九
九
－
一
〇
〇
頁
・
参
照
。
し
か
し
こ
の
場
合
の
指
示
は
、
処
分
・
行
政
行
為
で
な
く
、
事
実
上
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
判
例
は
、
今
日
で
も
と
く
に
無
免
許
者
に
つ
い
て
は
通
用
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
機
械
の
定
義
は
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
引
用
し
た
の
は
、
例
え
ば
、
西
尾
実
他
二
名
「
国
語
辞
典
」
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
、
文
理
解
釈
で
あ
る
、
目
的
論
的
解
釈
は
、
絶
対
に
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
目
的
論
解
釈
は
、
法
規
に
よ
る
と
し
な
が
ら
、
法
規
を
超
え
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
目
的
を
推
定
し
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
法
規
を
解
釈
す
る
か
ら
で
あ
る
。
拙
稿
・
前
掲
論
文
（
医
業
額
似
行
為
・
東
洋
法
学
三
六
巻
一
号
）
・
参
照
、
し
か
し
真
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
行
政
法
規
の
解
釈
は
、
目
的
論
的
で
な
く
、
実
証
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拙
稿
・
前
掲
書
（
上
巻
）
、
「
実
定
行
政
法
　
下
巻
」
各
は
し
が
き
・
参
照
む
　
す
　
び
　
助
産
婦
は
、
前
社
会
・
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
わ
が
国
の
近
代
化
の
過
程
で
は
、
助
産
業
自
体
、
近
代
化
を
強
い
ら
れ
、
診
療
の
近
代
化
に
従
っ
て
そ
の
席
を
医
師
に
譲
り
、
保
健
婦
は
、
関
東
大
震
災
、
不
景
気
等
の
庶
民
生
活
の
困
難
か
つ
深
刻
な
社
会
・
時
代
に
必
要
と
さ
れ
、
わ
が
社
会
・
時
代
に
、
次
第
に
定
着
し
、
必
ず
し
も
戦
争
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
看
護
婦
は
、
遠
い
日
の
上
野
戦
争
以
来
、
戦
争
に
よ
っ
て
比
較
的
順
調
に
制
度
的
に
社
会
・
時
代
に
根
著
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
戦
争
的
な
社
会
・
時
代
（
翻
砿
…
）
で
は
脚
光
を
浴
び
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
は
、
近
代
的
な
医
学
・
医
術
の
従
属
的
手
伝
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
女
性
で
あ
る
こ
と
が
多
分
に
理
由
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
、
そ
の
法
規
に
よ
る
規
制
の
形
式
（
灘
欄
．
）
は
、
各
社
会
・
時
代
の
対
応
を
示
す
が
、
戦
前
（
胴
、
あ
畔
八
）
ま
で
は
医
界
で
は
や
は
り
第
二
次
的
存
在
で
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
戦
後
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
が
　
　
　
　
ハ
ヱ
い
制
定
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
法
律
は
、
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
が
自
か
ら
の
手
で
獲
得
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
女
等
の
側
に
、
次
第
に
医
師
・
歯
科
医
師
の
指
示
等
の
下
で
、
診
療
、
歯
科
診
療
へ
の
補
助
者
・
参
加
者
に
関
す
る
立
法
が
続
々
と
制
定
さ
れ
、
医
師
・
歯
科
医
師
は
、
戦
前
ま
で
保
持
し
て
い
た
独
占
的
診
療
を
、
「
指
示
」
等
の
言
葉
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
者
に
や
む
な
東
　
洋
　
法
　
学
三
七
　
　
　
　
保
健
指
導
・
助
産
と
く
に
看
護
と
保
健
婦
助
産
嬬
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
く
解
放
す
る
。
し
か
し
「
指
示
」
等
は
具
体
的
ま
た
は
個
別
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に
も
な
り
形
骸
化
し
、
事
実
上
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
手
を
は
な
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
っ
て
は
、
い
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
施
術
者
は
、
概
し
て
医
師
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
。
　
と
く
に
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
三
七
条
の
規
定
は
、
あ
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
立
法
不
備
で
、
か
え
っ
て
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
に
、
一
定
の
診
療
を
解
放
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
と
く
に
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
を
生
ず
る
虞
れ
の
あ
る
行
為
は
、
そ
の
範
囲
を
縮
小
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
が
現
場
で
行
な
っ
て
い
る
行
為
は
、
と
く
に
看
護
学
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
裏
打
ち
さ
れ
、
当
然
、
そ
の
よ
う
な
虞
れ
が
な
い
も
の
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
は
し
が
き
で
例
と
し
て
あ
げ
た
静
脈
注
射
も
、
そ
う
し
た
お
そ
れ
の
な
い
行
為
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
医
師
・
歯
科
医
師
が
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
害
の
生
じ
る
虞
れ
の
あ
る
行
為
は
、
社
会
・
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
し
、
そ
の
内
容
は
、
縮
小
的
に
変
化
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
縮
小
的
変
化
は
、
と
く
に
看
護
の
知
識
と
技
能
の
向
上
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ウ
ニ
は
、
医
学
・
医
術
の
知
識
と
技
能
の
研
鑛
は
、
医
の
倫
理
の
実
践
命
題
の
一
と
し
て
示
し
た
の
と
同
様
に
、
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
研
鐙
は
、
そ
の
倫
理
の
実
践
に
通
じ
る
と
確
信
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
は
、
例
外
的
で
も
診
療
を
認
め
て
い
る
で
は
な
い
か
。
（
玉
）
助
産
婦
の
判
例
も
、
さ
き
の
一
二
頁
以
下
で
み
た
よ
う
に
、
わ
ず
か
実
質
的
に
は
二
件
で
あ
り
、
看
護
婦
は
、
一
件
で
あ
り
、
保
健
婦
は
、
皆
　
　
無
で
あ
り
、
し
か
も
昭
和
三
三
年
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
刑
事
事
件
の
判
例
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
観
的
に
は
真
面
目
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
　
　
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
今
日
は
、
社
会
・
時
代
が
異
る
。
な
お
保
助
看
法
の
相
対
的
欠
格
事
由
の
「
素
行
の
不
良
」
（
｝
○
・
④
）
は
、
セ
ク
ハ
ラ
　
　
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
（
2
）
拙
稿
竃
＆
ざ
巴
U
8
簿
○
δ
α
q
『
欝
げ
p
註
鋤
＆
節
の
α
Q
巳
蝕
畠
（
比
較
法
二
七
号
）
、
同
上
、
ζ
a
8
巴
浮
8
琶
詣
望
欝
菊
藷
蔦
幾
8
霞
　
　
（
東
洋
法
学
三
四
巻
二
号
）
・
参
照
。
な
お
、
明
治
に
限
る
が
、
立
川
昭
二
「
明
治
医
事
往
来
」
は
そ
の
名
称
の
よ
う
に
医
事
の
周
辺
の
実
情
の
　
　
理
解
に
は
よ
く
、
と
く
に
そ
の
一
六
九
頁
以
下
は
、
看
護
婦
や
助
産
婦
の
実
情
が
分
か
る
。
同
書
・
参
照
。
な
お
さ
き
に
示
し
た
厚
生
省
の
回
答
　
　
（
昭
二
六
年
九
月
｛
五
日
）
は
静
脈
注
射
は
、
看
護
婦
が
い
て
も
、
医
師
・
歯
科
医
師
が
行
う
べ
し
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
多
く
の
著
　
　
書
で
は
当
然
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
取
締
法
規
の
解
説
は
、
立
法
に
関
係
し
た
関
係
省
庁
の
役
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
　
　
る
が
、
一
片
の
回
答
も
、
法
律
の
条
文
規
定
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
事
実
は
、
こ
の
法
治
国
で
は
、
お
か
し
く
も
、
お
そ
ろ
し
く
　
　
も
な
い
の
が
困
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
有
権
的
な
解
釈
に
メ
ス
は
、
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
東
　
洋
　
法
　
学
三
九
